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は
じ
め
に

　

前
輯
に
引
き
続
き
斯
道
文
庫
所
蔵
の
古
今
集
注
釈
の
零
本
を
紹
介
す
る
。

片
桐
洋
一
氏
御
所
蔵
当
時
展
観
さ
れ
た
事
が
あ
り
、
そ
の
際
簡
単
な
説
明

が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
未
紹
介
で
あ
っ
た
。
室
町
期
の
草
稿
で
、

現
存
す
る
の
は
巻
頭
歌
か
ら
春
下
の
126
番
歌
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
ま
で
で
あ

る
。
珍
し
い
の
は
問
答
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
自
問
自
答
で
は
な
く
、

実
際
の
問
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
年
代
、

問
者
・
答
者
に
関
す
る
手
が
か
り
も
一
切
な
く
、
前
輯
の
『
古
今
和
歌
集

〔
長
享
三
年
講
釈
〕』
以
上
に
い
か
な
る
注
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
内
容
的

に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
か
な
り
虫
損
が
あ
る
た
め
、
解
題
に
続
い
て

翻
刻
を
掲
げ
る
事
と
す
る
。
前
輯
と
同
じ
く
、
類
本
な
く
、
草
稿
で
も
あ

る
た
め
、
翻
読
に
困
難
が
あ
る
点
、
あ
ら
か
じ
め
諒
と
さ
れ
た
い
。

一　

書
誌

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
（
〇
九
一
─
ト
三
五
八
）

　

古
今

賢
問
愚
答　

外
題　

存
巻
一
、
二
（
尾
欠
）

　
　
〔
室
町
後
期
〕
写
・
自
筆
草
稿	

一
冊

　

仮
袋
綴
。
本
文
共
紙
表
紙
（
二
七
・
六
×
二
一
・
七
糎
）、
左
肩
打
付

書
「
古
今

賢
問
愚
答

」。
尾
欠
に
よ
り
裏
表
紙
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、

斯
道
文
庫
蔵
『
古
今

賢
問
愚
答

』（
零
本
）　

解
題
と
翻
刻

川
上　

新
一
郎
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二
三
丁
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
五
・
五
糎
（
和
歌
本
文
）。
毎

半
葉
十
二
行
内
外
不
等
。
内
題
な
し
。
序
文
様
の
も
の
六
行
の
後
に
「
春

哥
上
」
と
あ
り
、
巻
二
は
「
春
下　

巻
第
二

」
と
す
る
。
巻
二
の
末
尾
近

く
「
お
も
ふ
と
ち
」（
126
）
の
歌
本
文
を
掲
げ
、
以
下
落
丁
。
従
っ
て
、

奥
書
な
し
。
印
記
、
表
紙
中
央
「
新
宮
城
書
蔵
」（
重
郭
朱
印
）。
他
に
左

下
に
朱
丸
と
「
丙
之
弐
番
」、
右
下
に
「
丁
之
三
番
」
と
す
る
単
郭
朱
印

（
整
理
棚
番
号
で
あ
ろ
う
）
あ
り
。
平
仮
名
交
り
文
で
、
表
紙
外
題
を
ふ

く
め
全
巻
一
筆
の
草
稿
と
見
ら
れ
る
。

　

現
存
部
分
は
巻
頭
歌
よ
り
126
番
歌
ま
で
の
内
、
七
十
二
首
（
126
番
歌
は

歌
の
み
で
以
下
欠
）
の
抄
注
で
、
和
歌
を
一
二
句
掲
げ
、
以
下
省
略
の
記

号
が
あ
り
、
改
行
一
字
下
げ
し
て
問
が
あ
り
、
さ
ら
に
問
よ
り
一
字
下
げ

で
答
が
あ
る
。
塗
抹
や
行
間
・
余
白
へ
の
書
入
が
多
い
。
ま
た
、
虫
損
が

あ
り
、
読
み
得
ぬ
所
も
あ
る
。

　

書
写
年
代
に
つ
い
て
は
確
言
で
き
ず
、
内
容
と
の
関
わ
り
も
あ
る
が
、

前
輯
の
『
古
今
和
歌
集
〔
長
享
三
年
講
釈
〕』
と
同
じ
か
や
や
下
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
後
に
さ
ら
に
検
討
す
る
。

二　

内
容

　

本
書
は
片
桐
洋
一
氏
旧
蔵
本
で
「
和
歌
史
研
究
会
々
報
」
85
（
昭
60
・

8
）
に
よ
れ
ば
、
和
歌
文
学
会
関
西
例
会
（
昭
和
六
十
年
七
月
六
日
、
於

大
阪
女
子
大
学
）
に
展
観
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
片
桐
氏
の
解
説
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
九
、
古
今
賢
愚
問
答
（
写
本
）

「
…
…
如
何
」
と
聞
く
某
の
問
に
対
し
て
著
者
が
答
え
た
も
の
。

室
町
時
代
の
著
者
自
筆
稿
本
。
未
研
究
。
新
宮
城
書
蔵
本
。

　

書
名
が
「
古
今
賢
愚
問
答
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
本
書
を
収
め
る
帙
題

簽
に
よ
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
帙
な
ら
び
に
題
簽
の
墨
書
（
鉛
筆
の

下
書
き
が
見
え
る
）
い
ず
れ
も
近
時
の
も
の
で
さ
し
た
る
由
緒
は
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
正
式
書
名
は
本
書
の
外
題
に
従
い
、「
古
今

賢
問
愚
答

」

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（
（

。
外
題
が
「
古
今

賢
問
愚
答

」
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
帙
外
題
を
「
古
今
賢
愚
問
答
」
と
し
た
の
は
、「
賢
問
愚
答
」
と
い

う
語
が
耳
に
な
じ
ま
な
い
上
、
序
文
様
の
も
の
に
は
「
数
ケ
の
愚
問
は
巨

細
の
賢
答
を
仰
き
奉
る
儀
に
て
候
へ
は
」
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
「
愚
問

賢
答
」
の
形
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う（

（
（

。
つ
ま
り
「
賢
愚
問
答
」
と
い
う

題
名
は
妥
協
の
産
物
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

実
は
こ
の
題
名
の
問
題
が
本
書
の
性
格
を
知
る
上
で
重
要
と
な
る
。
後

の
翻
刻
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
冒
頭
の
序
文
様
の
も
の
は
「
古
今
集
哥
の
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不
審
注
あ
つ
め
て
こ
れ
を
捧
候
」
と
言
い
、「
小
児
の
い
ろ
は
な
と
な
ら

ひ
候
や
う
に
手
を
と
る
〳
〵
御
教
訓
大
幸
た
る
へ
く
候
」
と
言
い
、
明
ら

か
に
問
者
の
文
章
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
文
中
で
「
愚
問
」
と
言
い
、

「
賢
答
」
と
言
う
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

一
方
、
問
も
答
も
外
題
も
一
筆
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
答
者
の
手
に

な
る
草
稿
で
あ
る
。
答
者
に
と
っ
て
問
者
の
序
文
を
引
写
す
に
お
い
て
は

「
愚
問
」
で
あ
り
「
賢
答
」
で
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
が
、
外
題
を
記
す

と
き
は
「
愚
問
賢
答
」
と
は
書
き
に
く
か
っ
た
の
で
、
逆
に
し
て
「
賢
問

愚
答
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
答
者
に
と
っ
て
問
者
は
た
だ
の
弟

子
で
は
な
く
、
目
上
か
、
そ
れ
な
り
に
身
分
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
本
書
は
草
稿
で
あ
っ
て
、
訂
正
、
塗
抹
、
補
入
な
ど
が
き
わ
め

て
多
い
が
、
よ
く
見
る
と
、
問
に
は
訂
正
等
が
な
く
、
答
に
の
み
著
し

い（
（
（

。
さ
ら
に
訂
正
、
塗
抹
、
補
入
な
ど
を
訂
正
前
の
文
と
比
較
す
る
と
、

そ
れ
ら
は
推
敲
の
結
果
と
認
め
ら
れ
、
聞
書
の
際
の
文
字
の
乱
れ
な
ど
で

は
な
い
事
も
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
答
の
文
は
問
の
文
と
ほ
ぼ
同
大
の

字
詰
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
本
書
は
問
者
の
問
の
一
覧
を
も
と
に
序
文
と
問
を
引
写
し
、

一
首
毎
に
答
を
推
敲
し
な
が
ら
書
付
け
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

あ
ら
か
じ
め
余
白
が
と
っ
て
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
答
を
書
終
え
る
と

次
の
歌
に
移
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
答
が
全
て
抹
消
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
る
事
か
ら
解
る
よ
う
に
、
後
に
全
面
的
な
見
直
し
訂
正

が
行
わ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
書
は
草
稿
で
あ
り
、
こ
れ
を
清
書
し
て
問
者

に
提
出
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
清
書
と
提
出
が
行
わ
れ
た

か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
書
は
推
敲
の
跡
を
留
め
て
い
る
点
か
ら
も

貴
重
で
あ
る
。
但
し
、
訂
正
、
推
敲
は
ミ
セ
ケ
チ
で
は
な
く
、
塗
抹
で
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
訂
正
以
前
の
文
字
の
多
く
は
読
み
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
問
答
体
の
古
今
集
注
釈
と
し
て
は
、
古
く
は
『
古
今
問
答
』

（
中
山
兼
宗
問
・
藤
原
俊
成
答
、
建
久
二
年
〈
一
一
九
一
〉
成
立
、
天
理

図
書
館
蔵
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
三
流
抄
』
に
は
問
答
体
の
も

の
と
問
答
体
で
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
実
際
の
問
答
な
の
か
、

架
空
の
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
他
、
本
稿
で
も
後
に
取
上
げ
る
大

江
広
貞
注
の
仮
名
序
部
分
も
問
答
体
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
問
答
体
の
注
釈
は
数
少
な
く
、
し
か
も
な
ま
な
ま
し
い
草
稿
で
あ
る

点
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
次
に
内
容
を
検
討
す
る
が
、
本
書
は
実
際
の
問
答
で
、
問
次
第

で
答
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
他
の
注
釈
書
と
の
比
較
が
難
し
い
。
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ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
問
者
は
答
者
よ
り
目
上
か
そ
れ
な
り
に

身
分
の
高
い
人
物
と
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
何
人
か
の
手
が
か
り
は
な

く
、
年
代
も
明
ら
か
で
な
い
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
本
書
の
答
の
部
分
で
特
徴
の
あ
る
箇
所
を
あ
げ
、
他

の
注
釈
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
歌
本
文
を
あ
げ
、
問
は
省
略
し
、

答
で
問
題
と
す
る
部
分
の
み
を
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
全
体
は
後
述
の
翻

刻
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や

い
は
ん
（
1
）

　
　

此
哥
昌
泰
二
年
十
二
月
十
九
日
の
立
春
を
よ
め
り
（
後
略
）

　

こ
の
よ
う
に
根
拠
も
な
く
、
詠
作
の
日
時
や
作
者
名
な
ど
の
固
有
名
詞

を
あ
げ
た
り
、
説
話
化
し
た
り
す
る
の
は
、
中
世
の
古
今
集
注
釈
に
ま
ま

見
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
場
合
、
別
種
の
注
の
み
な
ら
ず
、
同
種
の
注
で

も
日
時
や
人
名
、
説
話
の
構
成
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
注
に
つ
い
て
は
片
桐
洋
一
氏
が
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解

題
』（
昭
46
〜
62
刊
）
に
お
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が（

（
（

、
多
種
の

注
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
諸
本
の
異
同
が
大
き
く
、
同
じ
注
の
異
本
な
の

か
、
別
の
注
と
称
す
べ
き
な
の
か
が
判
然
と
せ
ず
、
扱
い
に
苦
慮
す
る
場

合
が
多
い
。『
古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目
』
を
作
成
し
た
際
も
そ
の
辺
り

は
明
確
で
な
く
、
取
り
あ
え
ず
類
似
の
注
は
ま
と
め
て
お
く
し
か
な
か
っ

た
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
し
て
、
本
書
が
古
今
集
注
釈
の
中
で
い

か
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
漠

然
と
し
た
こ
と
を
言
え
ば
、
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
、
弘
安
十
年
古
今
集

歌
注
、
古
今
和
歌
集
三
条
抄
、
大
江
広
貞
注
な
ど
と
分
類
し
た
注
と
関
係

が
あ
り
そ
う
と
は
言
え
る
。

　

ま
ず
、
1
番
歌
で
「
此
哥
昌
泰
二
年
十
二
月
十
九
日
の
立
春
を
よ
め
り
」

と
年
月
日
を
述
べ
て
い
る
。
但
し
、
年
月
日
を
言
う
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ

る
。
先
に
挙
げ
た
本
書
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
た
注
釈
は
い

ず
れ
も
こ
う
し
た
年
月
日
を
あ
げ
る
注
で
あ
る
。

　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
は
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
で
は
「
昌
泰
二
年
十
二
月

十
九
日
」
で
あ
る
が
、
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
よ
り
古
態
を
を
有
す
る
と
思
わ

れ
る
曼
殊
院
本
で
は
「
元
慶
八
年
十
二
月
」
と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も

同
種
の
注
で
も
年
次
が
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
（
佐
賀
県
立
図
書
館
本
）
で
は
こ

う
な
っ
て
い
る
。
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ふ
る
年
に
春
立
け
る
日
と
は
昌
泰
二
年
十
二
月
十
九
日
立
春
日
仙
洞

の
哥
合
に
よ
め
る
（
後
略
）

　

こ
れ
が
、
同
じ
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
で
も
尊
経
閣
文
庫
本
（
天
文
六

年
写
本
）
で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

旧
ル
年
ニ
春
日

（
マ
マ
）ト

云
フ
ハ
仁
和
三
年
十
二
月
春
立
日
仙
洞
ノ
哥
合
ニ

ヨ
メ
ル
（
後
略（

（
（

）

　

や
は
り
年
次
に
異
同
が
あ
る
。

　

ま
た
、
古
今
和
歌
集
三
条
抄
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

昌（
朱
）元
慶
八
年
イ

泰
二
年
十
二
月
十
九
日
立
春
ナ
レ
ハ
ナ
リ（

（
（

　

つ
い
で
大
江
広
貞
注
で
あ
る
。

（
前
略
）
寛
平
二
年
、
閏
月
あ
り
し
か
は
、
そ
の
と
し
十
二
月
廿
八

日
ニ
土
用
あ
き
て
、
春
の
節
分
に
な
り
し
日
よ
め
る
哥
也（

（
（

。（
後
略
）

　

こ
の
よ
う
に
架
空
の
年
次
や
場
を
設
定
す
る
に
つ
い
て
も
、
注
に
よ
っ

て
ま
た
、
伝
本
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

本
書
が
い
ず
れ
に
最
も
類
似
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

ろ
こ
の
よ
う
な
注
釈
の
影
響
下
に
あ
る
と
は
言
え
よ
う
。

　

次
は
「
よ
ぶ
こ
鳥
」
を
論
ず
る
29
番
歌
で
あ
る
。

を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
…
（
29
）

（
前
略
）
よ
ふ
こ
鳥
春
の
山
な
と
に
鳴
鳥
、
其
す
か
た
何
鳥
と
も
た

し
か
に
は
な
ら
は
す
候
、
但
三
鳥
大
事
な
と
申
て
、
は
と
、
猿
、
は

こ
鳥
な
と
申
め
り
、
高
麗
に
あ
る
女
の
子
を
く
し
て
野
を
行
時
鷲
に

子
を
と
ら
れ
て
歎
死
て
彼
鳥
と
な
れ
り
、
は
や
こ
〳
〵
と
鳴
、
我
子

を
よ
ふ
声
也
、
そ
れ
を
は
こ
鳥
と
云
と
も
い
へ
り
、
よ
ふ
こ
鳥
こ
の

説
そ
似
よ
り
た
る
と
申
き
、
鶯
と
云
一
説
も
侍
る
に
や

　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
毘
沙
門
堂
旧
蔵
本
、
曼

殊
院
本
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
曼
殊
院
本
の
み
示
す
。

（
前
略
）
よ
ふ
こ
と
り
さ
ま
〳
〵
の
義
あ
り
、
賀
茂
重シ

ケ
ヤ
ス保

は
猿
を
云

と
い
へ
り
、
此
義
心
え
す
、
俊
忠
は
う
く
ひ
す
を
云
と
云
へ
り
、
さ

せ
る
説
は
な
け
れ
と
も
き
と
〳
〵
と
鳴
は
子
を
よ
ふ
に
似
た
れ
は
よ

ふ
こ
鳥
と
云
也
、
或
人
云
、
三
月
は
か
り
に
は
こ
と
り
と
云
も
の
と

云
へ
り
、
此
は
万
葉
の
注
に
あ
り
、
高
麗
国
に
永ヤ

ウ
ラ
ン蘭

と
云
野
に
下
女

の
子
を
い
た
き
て
と
を
り
け
る
を
鷲
に
と
ら
れ
て
は
や
こ
〳
〵
と
よ

ひ
し
に
死
た
り
け
る
か
、
鳥
と
な
り
て
こ
れ
い
ま
も
は
や
こ
〳
〵
と

よ
ふ
を
は
こ
と
り
と
云
と
い
へ
り
、
此
を
喚
子
鳥
と
い
へ
り
、
国
信

朝卿
歟臣

は
す
ゝ
め
を
云
と
い
へ
り
、
皆
さ
せ
る
本
説
な
し
、
し
は
ら
く

本
説
に
つ
か
は
は
こ
と
り
を
云
へ
き
歟

　

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
佐
賀
県
立
図
書
館
本
は
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長
大
な
の
で
、
一
部
に
破
損
は
あ
る
が
、
尊
経
閣
文
庫
本
で
示
す
。
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
原
型
に
近
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
前
略
）
ヨ
フ
コ
ト
リ
ト
ハ
、
或
ハ
猿
ヲ
云
ト
イ
ヘ
リ
、
誠（

マ
マ
）ニ

ハ
コ

鳥
ト
テ
三
月
ナ
ン
ト
ニ
山
ニ
ア
ル
鳥
也
、
ハ
コ
〳
〵
ト
鳴
也
、
喚ヨ

フ
コ子

ト
書
ケ
リ
、
是
〔
伯
〕
選
ト
云
文
ニ
委
ク
ア
リ
、
昔
高
麗
永ヱ

イ
ラ
ン
サ
ン

蘭
山
ト

云
山
ヲ
女
ノ
子
ヲ
イ
タ
キ
〔
テ
〕
ト
ホ
リ
ケ
ル
カ
、
白

ア
カ
ラ
サ
マ
ニ

地
サ
シ
ス
ヘ

タ
リ
ケ
ル
ヲ
鷲
〔
ニ
〕
取
レ
テ
ハ
ヤ
コ
〳
〵
ト
鳴
キ
ア
リ
キ
ケ
ル
カ

ナ
キ
死
ニ
ケ
リ
、
此
鳥
ト
成
レ
リ
、
生
レ
カ
ヘ
リ
テ
鳥
ト
成
テ
モ
尚

ヲ
ハ
ヤ
コ
〳
〵
ト
鳴
也
、
仍
喚ヨ

フ
コ子

鳥
ト
名ナ

ツ
ク付

、（
後
略
）

　

古
今
和
歌
集
三
条
抄
は
「
或
曰
」
と
し
て
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
と
同

じ
も
の
を
引
用
す
る
が
、
本
来
の
部
分
に
は
「
は
や
こ
〳
〵
」
の
注
は
な
い
。

　

な
お
、
付
言
す
る
と
、
古
今
和
歌
集
三
条
抄
は
も
と
も
と
こ
こ
に
掲
げ

た
注
釈
類
と
類
似
点
の
あ
る
注
で
あ
る
が
、「
或
曰
」
と
す
る
部
分
は
、

右
に
述
べ
た
よ
う
に
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
に
よ
る
増
補
書
入
で
あ
り
、

一
段
と
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
注

意
を
要
す
る
。

　

大
江
広
貞
注
に
も
こ
の
話
は
な
い
。

　

次
の
例
（
33
番
歌
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

色
よ
り
も
香
こ
そ
（
33
）

（
前
略
）
一
首
躰
に
就
て
は
異
国
の
古
事
も
侍
る
歟
、
照
明
大
子
の

女
を
思
け
る
か
彼
女
我
国
へ
帰
け
る
時
宮
中
の
庭
の
梅
花
袖
に
入
て

帰
り
て
即
死
云
〻
、
大
子
歎
の
余
に
尋
行
云
〻
、
此
袖
の
梅
を
み
て

形
見
と
せ
る
事
の
侍
る
と
か
や
、
此
□
の
子
細
さ
し
て
さ
た
に
を
よ

は
さ
る
歟
、
或
説
に
つ
き
て
無

（
マ
マ
）詮

な
け
れ
と
も
凡
注
也
（
後
略
）

　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
（
曼
殊
院
本
）
で
は
こ
う
あ
る
。

（
前
略
）
梅
の
花
の
香
は
古
人
の
袖
の
香
に
に
た
り
と
云
事
あ
り
、

そ
の
心
也
、
文
集
云
、
梅ハ

イ
カ
ウ香

有ア
テ

薫ソ
ム

伝ツ
タ
ウ

古コ
シ
ユ
ウ
ヲ袖

と
云
り
、
文
の
心
は
大

唐
に
照セ

ウ
リ
ヤ
ウ梁

太
子
と
云
人
他
国
よ
り
来
れ
る
女
を
思
け
る
か
彼
女
本
国

へ
か
へ
る
と
て
衣
を
か
た
み
に
と
ゝ
め
て
か
へ
り
ぬ
、
王
子
か
の
衣

を
と
り
て
見
れ
は
梅
花
を
つ
ゝ
め
り
、
此
花
か
の
女
の
あ
り
か
に
似

た
り
、
そ
れ
よ
り
梅
か
香
を
古
の
人
の
袖
の
香
と
云
事
あ
り
、
そ
の

心
を
よ
め
る
也

　

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
尊
経
閣
文
庫
本
で
示
す
。

　

同
（
寛
平
）
御
時
ノ
哥
合
ニ
宇
多
院
ヨ
ミ
給
フ
御
哥
也
、
此
哥
ハ

史
記
ノ
文
ヲ
ヨ
メ
リ
、
梅
香
衣
ニ
薫
シ
テ
旧
人
之
跡
問
、
非
夢
非
覚

ル
、
恋
慕
之
涙
タ
失
神
シ
、
先
帝
相
顔
何
忘
テ
安
年
ヲ
、
此
文
之
意

ハ
禹
御
門
ノ
〔
子
ニ
〕
照
琳
太
子
ト
云
人
在
セ
リ
、
女
ヲ
心
サ
シ
深
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ク
思
玉
ヘ
リ
、
彼
女
本
国
ヘ
〔
帰
〕
時
彼
太
子
ノ
斬（

軒
）端

ナ
リ
ケ
ル
梅

之
ウ
ツ
ク
シ
カ
リ
ケ
ル
ヲ
袖
ニ
コ
キ
入
テ
ツ
ツ
ミ
テ
帰
リ
ヌ
、
程
無

ク
死
シ
テ
太
子
此
事
ヲ
聞
テ
歎
テ
無
限
シ
テ
彼
ノ
女
之
国
ニ
尋
テ
行

給
ヒ
テ
其
家
ニ
行
キ
給
ヌ
、
主
ハ
無
シ
テ
空
キ
衣
ノ
有
ケ
ル
ヲ
取
テ

見
給
タ
リ
ケ
レ
ハ
コ
キ
入
テ
ツ
ヽ
ミ
タ
リ
シ
花
本
ノ
マ
ヽ
ナ
リ
、
太

子
是
ヲ
見
テ
深
ク
テ
彼
女
ト
云
フ
ハ
直
人
ニ
ア
ラ
ス
、
彼
ノ
国
ノ
王

ノ
姫
宮
女
帝
御
門
也
、
照
琳
太
子
之
色
深
キ
ヲ
問
テ
彼
ニ
逢
ム
カ
タ

メ
ニ
直
ニ
人
之
形
ニ
成
テ
太
子
ノ
国
ニ
行
テ
奉
レ
リ
ト
レ
逢
云
フ
、

自
是
シ
テ
梅
カ
香
ヲ
袖
ニ
薫
ス
ト
云
ヘ
リ
、
必
ス
哀
傷
ニ
読
タ
ル
也

　

古
今
和
歌
集
三
条
抄
を
見
て
み
る
。

昔
大
国
ニ
昭（

朱
）梁
イ明

太
子
ト
申
ケ
ル
オ
ハ
シ
ケ
リ　

年
比
女
ヲ
思
召
ケ
ル

ニ
俄
親
ノ
国
ヘ
罷
ト
テ
梅
花
ヲ
袖
ニ
入
タ
リ
ケ
リ　

遙
ニ
久
シ
ク
マ

イ
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
素
尋
行
給
ヌ　

彼
女
俄
ニ
死
タ
リ
ケ
リ　

素
歎
テ

臥
シ
ツ
ミ
傍
ヲ
見
給
ヘ
ハ
梅
花
ア
リ　

此
心
ヲ
ヨ
メ
リ　

染
殿
内
侍

哥
也　

＼
或
曰　

梅
花
有
レ
薫

テ

伝フ二
古
袖ヲ一
云
文
ノ
心
也
ト
云
ヘ
リ

　

大
江
広
貞
注
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

此
歌
の
心
は
、
李
夫
人
死
て
後
、
漢
皇
の
御
思
ひ
の
あ
ま
り
に
、
彼

あ
ひ
し
給
し
梅
の
、
彼か

の

御
匂
ひ
に
し
み
た
る
を
、
か
の
な
つ
か
し
さ

に
、
御
殿
の
軒
は
近
く
う
へ
ら
れ
た
り
し
ほ
と
に
、
そ
の
む
め
の
香

の
う
つ
く
し
き
を
、
李
夫
人
の
恋
し
き
御
か
た
み
に
お
ほ
し
め
し
な

し
て
、
御
覧
し
け
る
心
を
よ
め
る
（
□歌

）
也
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
ど
う
や
ら
大
江
広
貞
注
は
本
書
、
毘
沙
門
堂
本
古
今

集
注
、
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
、
古
今
和
歌
集
三
条
抄
と
は
一
線
を
画
し

て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
毘
沙
門
堂
本
古
今

集
注
以
下
の
三
注
と
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

人
は
い
さ
心
も
…
（
42
）

此
哥
の
こ
と
は
、
は
つ
せ
に
ま
う
つ
る
こ
と
に
と
あ
る
は
、
貫
之
か

父
文
袴
か
子
を
も
ち
侍
ら
て
長
谷
観
音
に
い
の
り
申
て
貫
之
を
生
せ

り
、し
か
れ
は
貫
之
つ
ね
に
長
谷
に
ま
い
り
け
る
に
宿
せ
る
や
と
也
、

人
の
家
と
あ
る
は
浄
尊
法
橋
の
家
也
、
古
郷
と
い
ふ
は
貫
之
つ
ね
に

参
所
な
れ
は
長
谷
を
古
郷
と
云
り
（
後
略
）

　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
（
曼
殊
院
本
）
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
前
略
）
貫
之
は
長
谷
寺
に
月
こ
と
に
ま
う
つ
る
也
、
此
故
は
紀
文

男
子
の
な
き
こ
と
を
な
け
き
て
泊
瀬
の
寺
に
ま
う
て
け
る
時
夢
に

経
を
た
ま
は
る
と
見
て
後
貫
之
を
う
め
り
、
経
を
た
ま
は
る
と
見
け

る
故
に
名
内
教
房
と
童
名
を
云
へ
り
、
人
の
家
と
は
浄
尊
法
橋
の
家

也
、
哥
に
ふ
る
さ
と
ゝ
云
は
常
に
参
る
所
な
れ
は
貫
之
は
せ
を
ふ
る

（
朱
）
或
曰
梅
花
彼
女
ノ
ア
リ
香
ニ
似
タ
リ
ト
テ
ヨ
メ
リ

　

然
ニ
梅
ヲ
ハ
古
人
ノ
香
ト
イ
ヘ
リ

（

）
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さ
と
ゝ
云
也

　

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
（
尊
経
閣
文
庫
本
）
に
は
こ
う
あ
る
。

詞
長ハ

ツ
セ谷

マ
ウ
ツ
ル
ト
ハ
貫
之
常
ニ
参
ケ
ル
也
、
是
ハ
貫
之
長ハ

ツ
セ
ノ谷

利
生

ニ
儲マ

ウ
ケタ

リ
ケ
ル
子
也
、
上
ニ
如
云
カ
家
主ア

ル
シト

云
ハ
忠
峯
カ
舅シ

ウ
ト栄

仙
法

橋
也
、
サ
タ
カ
ニ
ナ
ン
ト
ハ
定
テ
ト
云
事
也

人
ハ
イ
サ
心
モ
シ
ラ
ス
古
郷
ハ
ト
ハ
貫
之
カ
常
ニ
ク
ル
所
ナ
レ
ハ
云

フ
、
サ
レ
ト
モ
実
ニ
ハ
彼
ノ
所
ノ
名
ニ
古
郷キ

ヤ
ウト

云
フ
名
ア
リ
、
其
意

ヲ
ヨ
メ
リ
、万
葉
ニ
云
、御ヲ

ハ
ツ
セ

長
谷
野
布
流

（
マ
マ
）サ

ヘ
テ
吹
風
野
音
ニ
ソ
ヒ
ヽ

ク
鐘
ハ
ア
リ
ト
云
、
是
モ
フ
ル
サ
ト
ヽ
ハ
所
ノ
名
也

　

古
今
和
歌
集
三
条
抄
は
こ
う
あ
る
。

貫
之
ハ
長
谷
寺
観
音
ノ
申
子
也　

父
文

子
ノ
ナ
キ
事
ヲ
歎
テ
月
マ

ウ
テ
ヲ
シ
ケ
ル
ニ
ア
ル
夜
ノ
夢
ニ
御
張
ノ
内
ヨ
リ
経
ヲ
一
巻
給
ト
ミ

テ
貫
之
ヲ
マ
ウ
ケ
タ（

朱
）故
ニ
内
教
房
ト
名
ツ
ト
イ
ヘ
リ
　
イ
説
也

リ　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）　

カ
ク
テ
モ
昔
ノ

ヨ
シ
ミ
ニ
テ
ハ
ツ
セ
ヘ
常
ニ
参
詣
ス　

哥
ニ
モ
古
郷
ト
侍
リ　

大
方

大
和
国
ハ
フ
ル
キ
都
ニ
テ
古
里
ト
イ
ヘ
リ　

初
瀬
ハ
雄
畧
天
王
ノ
都

也　

＼
或
曰　

序
ニ
人
ノ
家
ト
云
ハ
浄
尊
法
橋
ノ
家
也

山
吹
は
あ
や
な
ゝ
さ
き
そ
…
（
123
）

（
前
略
）
但
橘
諸
兄
大
臣
山
城
国
井
出
の
寺
に
山
吹
を
う
へ
た
り
け

る
に
仍
井
出
大
臣
と
も
い
ふ
と
い
へ
り
、
又
迦
留
大
臣
同
国
光
明
山

の
寺
を
造
て
か
の
井
出
の
寺
の
款
冬
を
う
つ
し
て
う
へ
て
後
諸
兄
大

臣
の
も
と
へ
見
に
お
は
せ
よ
、
と
い
ひ
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は
、
ゆ

か
ん
と
い
ひ
て
や
く
そ
く
た
か
ひ
け
れ
は
、
迦
留
大
臣
の
よ
み
て
諸

兄
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
哥
と
い
へ
り

　

毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
（
曼
殊
院
本
）
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

（
前
略
）
此
哥
は
橘
諸
兄
の
大
臣
山
城
国
の
井
出
寺
を
造
て
く
わ
い

ろ
う
に
山
吹
を
う
へ
ま
せ
り
、
仍
号
井
出
大
臣
と
、
高タ

カ
ム
コ
ノ向

迦
留
大
臣

同
国
に
光
明
寺
を
造
て
彼
の
井
出
寺
の
や
ま
ふ
き
を
う
つ
し
て
廻
廊

に
う
へ
て
後
、
諸
兄
の
も
と
へ
み
に
お
は
し
ま
せ
よ
と
云
や
り
た
り

け
れ
は
、
こ
よ
ひ
ゆ
か
ん
と
云
て
こ
さ
り
け
る
に
よ
め
る
な
り
、
迦

留
の
大
臣
の
哥
也
、（
後
略
）

　

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
（
尊
経
閣
文
庫
本
）
に
は
こ
う
あ
る
。

此
哥
ハ
日
本
記
ニ
有
リ
、
是
ハ
左
大
臣
橘
ノ
諸
兄
山
城
国
井
出
寺
ヲ

作
リ
テ
廻ク

ワ
イ
ラ
ウ廊

ニ
山
吹
ヲ
植
タ
リ
ケ
リ
、
内
大
臣
高カ

ウ
〳向〵

ノ
迦
留
彼
ノ
寺

ヲ
遷ウ

ツ
シテ

光
明
山
ヲ
立
山
吹
ヲ
移
シ
テ
彼
ノ
寺
ノ
廻
廊
ニ
植
テ
彼
ノ
迦

留
カ
諸
兄
ノ
方
ヘ
使
ヲ
以
テ
云
ヒ
遣ヤ

ル
、
君
ノ
ウ
ヘ
ケ
ン
山
吹
ヲ
移

シ
植
タ
ル
、
来
テ
見
給
ヘ
ト
云
ケ
レ
ハ
、
コ
ン
ト
云
テ
マ
サ
リ

（
マ
マ
）ル

日
、

読
遣
ス
、
迦
留
大
臣
ノ
哥
也
、（
後
略
）
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古
今
和
歌
集
三
条
抄
は
こ
う
あ
る
。

（
前
略
）
右
大
臣
橘
諸
兄
山
城
ノ
井（

朱
）井
出
大
臣
ト
云
イ

堤
寺
ヲ
作
テ
メ（

朱
）廻
廊
ニ
イ

ク
リ
ニ
山
吹
ヲ

ウ
ヘ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
経カ

ル（
マ
マ
）（
朱
）迦
留
イ

大
臣
ヤ
マ
ト
ニ
光
明
山
ヲ
作
テ
井
堤
ノ
款
冬
ヲ

ウ
ツ
シ
テ
植
タ
リ　

諸
兄
大
臣
ヲ
ヨ
ヒ
テ
ミ
セ
ム
ト
シ
給
ケ
ル
ニ
コ

サ
リ
ケ
レ
ハ
読（

朱
）迦
留
大
臣
ノ
ヨ
メ
ル
イ
 

テ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
也

　

説
話
的
な
箇
所
を
選
ん
で
比
較
し
て
み
た
が
、
本
書
が
こ
れ
ら
の
注
釈

と
類
似
し
て
い
る
点
は
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
稿

で
取
上
げ
た
四
種
の
注
釈
の
中
で
は
、
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
が
最
も
類

似
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
れ
ば
と
言
っ
て
、
本
書
が
こ
と
ご
と
く
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
と
説

を
同
じ
く
す
る
と
は
言
え
な
い
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
箇
所
で
あ
る
。

春
の
日
の
光
に
…
（
8
）

春
の
日
の
は
春
宮
御
事
也
、
陽
成
院
東
宮
の
御
時
御
同
居
あ
り
け
れ

は
東
宮
の
御
休
所
事
也
、
か
し
ら
の
雪
し
ら
か
な
る
へ
し
、
わ
ひ
し

か
な
し
凡
同
事
に
て
侍
へ
し
、
物
か
な
し
物
わ
ひ
し
ら
な
と
も
い
へ

り

　

こ
れ
が
毘
沙
門
堂
古
今
集
注
（
曼
殊
院
本
）
で
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。

（
前
略
）
清
和
天
皇
春
宮
の
太
子
の
御
時
也
、
こ
の
時
二
条
后
春
宮

の
み
や
す
と
こ
ろ
也
、（
後
略
）

　

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
（
尊
経
閣
文
庫
本
）
で
も
清
和
天
皇
、
古
今
和

歌
集
三
条
抄
は
だ
れ
と
も
言
わ
な
い
。
念
の
た
め
言
え
ば
、
大
江
広
貞
注

も
清
和
天
皇
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
具
合
で
、
毘
沙
門
堂
古
今
集
注
が
比
較
的
類
似
し
て
い
る

と
は
言
っ
て
も
、
本
書
が
そ
の
よ
う
な
注
に
直
接
よ
っ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
よ
う
で
あ
る
。

三　

成
立

　

本
書
は
零
本
で
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
成
立
に
関
わ
る
手
が
か
り
も
固

有
名
詞
も
な
い
。
従
っ
て
、
成
立
に
関
し
て
言
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ま
ず
、
成
立
年
代
は
本
書
が
草
稿
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
写

年
代
が
そ
れ
と
な
る
が
、
ま
ず
、
室
町
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
と
し
て

大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
書
の
問
者
が
答
者
に
対
し
て
単
な
る
弟

子
で
は
な
く
、
目
上
の
存
在
（
あ
る
程
度
地
位
の
高
い
人
物
）
ら
し
い
こ

と
も
既
に
述
べ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
に
あ
る
の
か
は
全
く
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
問
答
の
内
容
を
見
て
、
な
に
が
し
か
の
推
測
を
す
る
こ
と
は
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許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
問
者
が
大
変
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
と
ん
ど
一
首
毎

に
質
問
し
て
お
り
、
時
に
は
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
質
問
し
て
、
答
者
を

悩
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
古
今
伝
授
を
受
け
る
ほ
ど
の
域
に

達
し
て
い
る
か
否
か
は
と
に
か
く
、
少
な
く
と
も
初
心
者
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、
答
者
は
時
に
説
話
に
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る

が
、
問
者
の
方
か
ら
そ
の
よ
う
な
話
題
に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま

で
和
歌
の
解
釈
中
心
に
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
際
、
依
る
の
は
『
僻
案
抄
』

に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
僻
案
抄
』
と
『
顕
注
密
勘
』
を
特

に
重
ん
ず
る
中
世
諸
注
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
中
世
諸
注
に
ま
ま
見
ら

れ
る
『
僻
案
抄
』
を
特
別
扱
い
し
て
「
御
抄
」
と
称
す
る
こ
と
が
な
い
点

は
一
応
留
意
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
答
者
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、「
当
流
」「
家
説
」
の
言
葉

が
見
え
る
点
で
、
歌
道
師
範
家
の
一
員
も
し
く
は
そ
の
教
え
を
受
け
た
も

の
と
い
う
立
場
の
物
言
い
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

あ
さ
み
と
り
い
と
…
（
27
）

柳
か
は
柳
哉
と
い
ふ
心
な
る
へ
し
、
玉
に
も
ぬ
く
か
春
の
あ
を
や
き

と
あ
る
本
も
み
え
侍
る
歟
、
当
流
た
ゝ
柳
か
を
用
、
あ
さ
み
と
り
も

浅
也
、
朝
説
を
は
不
用

　

こ
れ
な
ど
は
、『
六
巻
抄（

（
（

』
に
「
浅
緑
也
一
説
朝
緑
ト
云
、
不
用
。」
と

あ
る
の
に
対
応
し
て
い
て
、
ま
ず
は
普
通
の
発
言
で
あ
る
。

　

次
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
問
者
が
『
僻
案
抄
』
を
引
用
し
て

尋
ね
て
い
る
の
で
、
全
文
引
用
す
る
。

も
ゝ
ち
と
り
…
（
28
）

僻
案
抄
に
両
説
あ
り
、
此
鳥
ま
こ
と
は
い
つ
れ
の
鳥
を
申
候
や
ら
ん
、

た
し
か
に
一
説
の
御
口
伝
を
う
け
た
く
候

僻
案
抄
に
両
説
候
歟
、
愚
本
被
借
失
て
不
及
引
見
候
、
家
説
先
百
千

の
諸
鳥
と
心
得
候
、
又
鶯
の
説
こ
れ
も
一
向
に
不
捨
候
、
萬
葉
に
、

我
や
と
の
ゑ
の
み
も
り
は
む
も
ゝ
ち
と
り
千
と
り
は
く
れ
と
君
は
き

ま
さ
す
、
と
あ
る
歟
、
こ
れ
も
う
く
ひ
す
と
は
き
こ
え
す
、
此
集
鶯

の
哥
を
は
な
れ
て
も
ゝ
ち
と
り
よ
ふ
こ
と
り
な
と
入
た
る
心
に
て
も

お
ほ
よ
そ
を
し
は
か
ら
れ
侍
る
に
や
、
後
拾
遺
に
も
鶯
の
哥
を
は
な

れ
て
入
た
る
歟
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ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
僻
案
抄
に
両
説
候
歟
、
愚
本
被
借
失
て

不
及
引
見
候
、」
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
答
者
は
『
僻
案
抄
』
を
貸
し
失

せ
て
所
持
し
て
い
な
い
と
い
う
。
定
家
が
『
源
氏
物
語
』
の
証
本
を
盗
ま

れ
て
長
い
間
不
便
を
託
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
あ
る（

（
（

が
、
そ

れ
は
証
本
が
な
い
だ
け
で
、『
源
氏
物
語
』
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け

で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
明
ら
か
に
本
そ
の
も
の
が
手
元

に
な
い
と
い
っ
て
お
り
、
不
審
を
覚
え
る
。
ま
た
、『
僻
案
抄
』
を
否
定

し
た
箇
所
は
な
い
も
の
の
、
特
別
扱
い
も
し
て
い
な
い
よ
う
で
、
そ
の
よ

う
な
物
言
い
が
随
所
に
見
ら
れ
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
次
は
『
僻
案
抄
』

を
引
い
て
の
問
に
「
家
説
も
同
前
な
り
」
と
答
え
た
例
で
あ
る
。

た
れ
し
か
も
と
め
て
…
（
58
）

僻
案
抄
に
は
誰
し
か
も
の
し
も
し
は
や
す
め
た
る
も
し
の
や
う
に
注
せ

ら
れ
た
り
、
此
儀
を
ま
も
る
へ
き
に
や

　
　

家
説
も
同
前
な
り

　

次
は
、
同
様
に
『
僻
案
抄
』
を
引
い
て
の
問
に
、「
此
哥
先
達
種
〻
申

け
る
歟
、
僻
案
抄
義
大
概
当
家
も
同
心
に
て
候
、
其
儀
そ
し
か
る
へ
く
候

は
ん
す
ら
ん
、
但
上
に
如
申
候
、
依
無
本
不
及
引
見
、」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
辺
り
、『
僻
案
抄
』
と
の
距
離
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
は
微
妙
で
あ
る
。

さ
く
ら
花
春
く
は
ゝ
れ
る
…
（
61
）

此
哥
僻
案
抄
に
も
注
せ
ら
れ
侍
れ
と
そ
の
注
猶
分
明
に
存
知
せ
ら
れ
す

候
、
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
、
い
か
ゝ
心
得
へ
く
候
哉

此
哥
先
達
種
〻
申
け
る
歟
、
僻
案
抄
義
大
概
当
家
も
同
心
に
て
候
、

其
儀
そ
し
か
る
へ
く
候
は
ん
す
ら
ん
、
但
上
に
如
申
候
、
依
無
本
不

及
引
見
、（
後
略
）

　

以
上
、
判
然
と
し
な
い
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
説
話
に
言
及
す
る
と

こ
ろ
、『
僻
案
抄
』
に
な
に
が
し
か
の
距
離
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書

の
答
者
は
例
え
ば
二
条
家
の
正
統
に
属
す
る
人
物
で
は
な
い
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
留
意
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
点
は
、
本
書
の
成
立
時
期
と
の

関
連
で
あ
る
。
室
町
後
期
か
ら
末
期
と
言
え
ば
、
宗
祇
以
後
で
あ
る
。
こ

の
時
期
は
、
既
に
説
話
を
し
ば
し
ば
持
ち
出
す
注
釈
は
時
代
遅
れ
と
考
え

ら
れ
る
。
無
論
、
先
に
比
較
の
対
象
と
し
た
注
釈
類
の
写
本
は
多
く
近
世

期
の
書
写
本
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
注
釈
類
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
え
書
写
す
る
こ
と
と
、
講
釈
す
る
こ
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と
の
間
に
は
落
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
期
に
中
世
の
注
釈
の
集

成
を
手
が
け
た
北
村
季
吟
の
『
教
端
抄
』
や
平
間
長
雅
系
の
人
々
が
集
成

し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
古
今
集
諸
抄
』（
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
写
本
）
を

見
て
も
、
伝
授
系
統
に
は
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
前
記
説
話
系
の
注
釈
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
（
後
者
に
は
弘

安
十
年
古
今
集
歌
注
と
関
わ
り
が
あ
る
「
三
流
抄
」
が
含
ま
れ
て
い
る
）。

そ
れ
ら
を
考
え
れ
ば
、
本
書
が
本
流
を
そ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
え
よ
う
。

　

説
話
系
の
注
釈
類
に
は
正
統
派
の
注
釈
で
は
な
い
と
い
う
印
象
が
つ
き

ま
と
う
が
、
宗
祇
以
後
と
な
れ
ば
、
一
層
そ
の
感
が
深
い
。

　

以
上
、
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
た
物
言
い
で
あ
る
が
、
本
書
の
成
立
し
た

場
は
具
体
的
に
指
摘
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
想
定
す
べ

き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔
注
〕

（
1
）　

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
古
今
集
注
釈
書
伝
本

書
目
』（
平
19
刊
、
94
頁
）
で
は
実
見
せ
ず
、
片
桐
氏
の
解
説
を
そ

の
ま
ま
載
せ
た
。
な
お
、
同
書
51
頁
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
蔵
（
黒
E 

98
）『
愚
問
賢
答
抄
』
を
「
別
書
か
。」
と
し
た
が
、
や

は
り
別
書
で
あ
っ
た
。

（
2
）　

二
条
良
基
問
頓
阿
注
『
愚
問
賢
注
』
の
題
名
の
類
推
か
ら
し
て
も

「
賢
問
愚
答
」
は
異
例
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

2
番
歌
の
問
の
後
半
が
小
字
補
入
で
あ
る
ほ
か
、
72
番
歌
に
も
若

干
訂
正
が
あ
る
。

（
4
）　

主
と
し
て
第
二
巻
、
第
三
巻
参
照
。

（
5
）　

尊
経
閣
文
庫
本
は
宣
命
書
き
形
態
で
あ
る
が
、
い
ま
片
仮
名
交
り

文
と
し
た
。
な
お
、
以
下
引
用
の
諸
本
は
既
刊
の
翻
刻
以
外
は
、
い

ず
れ
も
表
記
を
改
め
た
り
、
ふ
り
が
な
を
省
略
し
た
り
、
句
読
を
加

え
た
り
し
て
い
る
。

（
6
）　

徳
江
元
正
氏
編
「
室
町
文
学
纂
集
」
第
二
輯
（
平
2
刊
）
の
翻
刻

（
徳
江
元
正
・
石
川
透
・
宮
内
克
浩
氏
）
に
よ
る
。

（
7
）　

京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
48
『
古
今
集
註
京
都
大
学
蔵
』（
昭

59
刊
）
の
翻
刻
（
新
井
栄
蔵
・
田
村
緑
氏
）
に
よ
る
。

（
8
）　

片
桐
氏『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』第
三
巻（
昭
56
刊
）に
よ
る
。

（
9
）　
『
明
月
記
』
元
仁
二
年
（
一
二
二
五
）
二
月
十
六
日
条
に
「
年
来

依
懈
怠
家
中
無
此
物
（
源
氏
物
語
、
稿
者
注
）、

建
久
之
比
被
盗
失
了

、

無
証
本
之
間
、尋
求
所
〻
雖
見
合
諸
本
、猶
狼
藉
未
散
不
審
」と
あ
る
。
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凡　

例

一
、
以
下
は
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
古
今

賢
問
愚
答

』

零
本
（
〇
九
一
─
ト
三
五
八
）
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
漢
字
、
仮
名
と
も
に
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、
一
部

旧
字
体
、
異
体
字
を
残
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
翻
読
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
読
点
を
付
し
た
。

一
、
訂
正
、
推
敲
箇
所
は
、
原
則
と
し
て
訂
正
後
に
従
っ
た
。
塗
抹
の
た

め
、
訂
正
以
前
の
文
字
の
多
く
が
読
み
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
注

の
大
半
が
抹
消
さ
れ
、
か
つ
抹
消
以
前
が
判
読
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

注
記
し
て
示
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
各
丁
表
裏
の
代
り
目
を　

」
で
示
し
た
（
丁
数
、
表
裏
は
示
さ
な
い
）。

一
、
虫
損
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
や
難
読
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一
、
推
読
し
た
場
合
は
〔　

〕
を
付
し
た
。

一
、
書
き
誤
り
が
疑
わ
れ
る
箇
所
、
意
味
不
明
の
箇
所
に
は
（
マ
マ
）
を

付
し
た
。

一
、
原
本
に
あ
る
省
略
記
号
は
…
で
示
し
た
。

一
、
注
の
対
象
と
な
る
和
歌
・
詞
書
の
末
尾
に
括
弧
（　

）
を
付
し
て
新

編
国
歌
大
観
番
号
を
示
し
た
。

〔
翻
刻
〕

古
今

賢
問
愚
答

（
外
題
）

古
今
集
哥
の
不
審
注
あ
つ
め
て
こ
れ
を
捧
候
、
数
ケ
の
愚
問
は
巨
細
の

賢
答
を
仰
き
奉
る
儀
に
て
候
へ
は
小
児
の
い
ろ
は
な
と
な
ら
ひ
候
や
う

に
手
を
と
る
〳
〵
御
教
訓
大
幸
た
る
へ
く
候
、
凡
心
及
は
さ
る
に
依
て

口
伝
申
へ
き
所
〻
も
る
ゝ
事
の
み
あ
る
へ
く
候
、
ふ
か
く
御
憐
愍
に
あ

つ
か
る
へ
き
也

　
　

春
哥
上

と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
一
と
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や

い
は
ん
（
1
）

此
哥
い
か
な
る
殊
勝
あ
り
て
此
集
の
巻
頭
と
な
り
候
や
ら
ん
、
又
年
と

い
ふ
字
四
所
に
あ
り
、
今
の
世
に
は
哥
の
病
を
た
て
ゝ
き
ら
は
る
ゝ
事

の
侍
る
を
や
、
此
哥
如
何

此
哥
昌
泰
二
年
十
二
月
十
九
日
の
立
春
を
よ
め
り
、
い
か
な
る
所
殊

勝
に
て
此
集
の
巻
頭
に
入
候
哉
の
不
審
末
代
浅
智
及
か
た
く
候
、」

年
と
い
ふ
事
四
所
に
あ
り
、
二
な
と
は
古
哥
常
事
也
、
こ
れ
は
わ
さ

と
を
き
た
る
詞
也
、
や
か
て
此
集
誹
諧
に
も
、
我
を
思
人
を
思
は
ぬ

む
く
ひ
に
や
我
か
思
人
の
我
を
お
も
は
ぬ
、
と
あ
り
、
こ
と
な
る
不

審
な
し
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此
注
少
下
ヘ
シ（

（
（

袖
ひ
ち
て
…以

下
略
之（
2
）

僻
案
抄
に
は
ひ
ち
て
と
は
ひ
た
し
て
と
い
ふ
事
也
、
と
注
せ
ら
れ
侍
り
、

一
向
に
ひ
た
し
た
る
事
歟
、
袖
を
ふ
れ
た
る
風
情
歟
、
い
か
ゝ
心
得
へ

く
候
哉
、
又
此
哥
水
結
ふ
は
夏
也
、
氷
は
冬
也
、
し
か
も
春
の
哥
也
、

秋
は
そ
の
中
に
こ
も
れ
は
こ
れ
す
な
は
ち
四
季
を
詠
す
る
（
と
申
説
〻

を
は
用
へ
き
事
に
て
候
や
ら
ん
、
こ
れ
ら
は
自
然
の
事
歟
、
わ
さ
と
三

を
求
い
た
し
て
よ
め
る
事
歟
、
そ
の
ゆ
へ
如
何（

（
（

）

此
哥
袖
ひ
ち
て
は
ひ
た
し
て
也
、
今
は
こ
の
み
よ
は

（
マ
マ
）す

、
四
季
三
季

の
さ
た
め
あ
る
歟
、
な
れ
と
も
た
ゝ
水
の
さ
ま
〳
〵
な
る
事
を
よ
め

る
は
か
り
也
、
月
令
に
立
春
日
東
風
解
氷
事
又
誰
も
存
知
事
也

春
か
す
み
た
て
る
や
…
（
3
）

此
哥
か
す
み
の
か
文
字
に
こ
り
て
よ
む
へ
く
候
哉
、
す
み
て
よ
む
へ
く

候
哉
、
又
」
い
つ
こ
は
春
は
き
ぬ
れ
と
も
霞
た
つ
と
は
み
え
す
と
と
か

め
た
る
心
に
て
候
哉

か
す
み
の
か
も
し
す
み
て
よ
む
へ
し
、
無
儀
に
よ
り
て
さ
し
た
る
沙

汰
に
を
よ
は
す
、
春
と
い
へ
と
い
つ
く
か
す
み
も
た
ゝ
す
、
雪
の
ふ

る
は
と
云
り

梅
か
え
に
き
ゐ
る
…
（
5
）

春
か
け
て
と
候
へ
は
と
し
の
内
に
立
春
の
候
と
き
冬
よ
み
た
る
哥
に
て

候
哉
、
は
や
春
に
い
ま
か
へ
り
た
る
時
を
た
ゝ
か
く
の
こ
と
く
い
へ
る

こ
と
は
に
て
候
哉
、
如
何

春
か
け
て
と
は
春
に
成
て
も
猶
冬
の
や
う
に
雪
は
ふ
る
と
也
、
冬
の

ち
か
き
に
む
か
へ
て
春
か
け
て
と
は
い
ふ
也
、
春
ふ
か
く
成
て
は
か

け
て
と
は
不
可
詠
、
催
馬
楽
呂
哥
也

春
た
て
は
花
と
や
み
ら
ん
（
6
）

　

僻
案
抄
に
は
見
ら
ん
は
み
る
ら
ん
也
と
注
せ
ら
れ
た
り
、
如
何

如
僻
案
抄
み
る
ら
ん
と
心
え
候
、
る
も
し
略
し
た
る
は
か
り
也
、
み

え
ん
と
云
説
不
可
用
と
を
し
へ
候
き
、
万
葉
に
も
み
ら
ん
と
云
」
詞

多
候
歟

心
さ
し
…
（
7
）

　

僻
案
抄
に
は
折
と
注
せ
ら
れ
侍
り
、
此
儀
如
何

　
　

折
也
、
居
と
い
ふ
儀
不
可
用
之
由
聞
侍
き

春
の
日
の
光
に
…
（
8
）

春
の
日
の
と
は
春
宮
を
下
の
心
に
ふ
く
み
て
よ
め
る
と
申
、
如
何
、
又

か
し
ら
の
雪
は
し
ら
か
の
事
に
や
、
わ
ひ
し
き
と
か
な
し
き
と
そ
の
心

い
か
ゝ
ち
か
ひ
候
哉

春
の
日
の
は
春
宮
御
事
也
、
陽
成
院
東
宮
の
御
時
御
同
居
あ
り
け
れ
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は
東
宮
の
御
休
所
事
也
、
か
し
ら
の
雪
し
ら
か
な
る
へ
し
、
わ
ひ
し

か
な
し
凡
同
事
に
て
侍
へ
し
、
物
か
な
し
物
わ
ひ
し
ら
な
と
も
い
へ

り

花
の
か
を
風
の
た
よ
り
…
（
13
）」

こ
れ
は
花
の
か
を
う
く
ひ
す
の
な
く
か
た
へ
つ
か
は
し
た
る
に
て
候
哉
、

不
審無

殊
義
、
花
の
匂
を
便
風
に
し
り
て
鶯
も
花
の
所
に
来
へ
き
な
れ
は

如
此
よ
め
り
、
あ
な
か
ち
我
つ
か
は
す
に
あ
ら
ね
と
や
る
と
い
ふ
、

如
此
詞
常
事
也
、
や
る
と
云
事
こ
な
た
へ
く
る
に
も
い
ふ
詞
也
、
呼

鶯
春
吹
裏
な
と
ゝ
文
選
に
も
あ
る
と
か
や

か
す
か
野
は
け
ふ
は
…
（
17
）

此
哥
伊
勢
物
語
に
は
む
さ
し
の
ゝ
と
候
、
不
審
、
又
此
哥
こ
と
は
な
く

て
は
こ
ゝ
ろ
え
か
た
く
候
歟
、
若
子
細
を
は
か
の
物
か
た
り
に
ゆ
つ
り

て
こ
ゝ
に
は
畧
し
て
か
く
さ
る
ゝ
事
歟
、
た
と
ひ
こ
と
は
な
く
と
も
一

首
の
う
へ
に
て
分
明
に
き
こ
ゆ
へ
き
事
歟
、
か
の
物
語
の
こ
と
は
さ
な

か
ら
書
た
る
所
も
此
集
に
あ
り
、
し
か
る
に
こ
ゝ
に
か
き
り
て
畧
之
、

故
あ
る
哉
、
如
何

伊
勢
物
語
に
は
む
さ
し
の
ゝ
と
あ
り
て
此
集
に
か
す
か
野
と
侍
る
、

か
す
か
野
に
て
あ
る
を
あ
つ
ま
の
物
か
た
り
に
か
き
」
な
す
に
よ
り

て
む
さ
し
の
と
か
け
り
、
才
学
は
む
や
く
、
た
ゝ
伊
勢
物
か
た
り
に

は
む
さ
し
の
、
此
集
に
か
す
か
の
と
あ
り
と
心
え
た
ら
ん
そ
よ
く
侍

ら
ん
、
こ
ゝ
に
く
は
し
き
こ
と
は
の
な
き
事
こ
れ
又
畧
た
る
に
不
審

な
し
、
あ
る
所
に
は
い
せ
物
か
た
り
の
詞
を
さ
な
か
ら
も
入
、
又
な

き
も
無
義
、
題
よ
み
人
し
ら
す
と
て
あ
ま
た
の
哥
を
入
た
る
所
に
あ

り
、
し
さ
い
あ
り
ぬ
へ
き
を
も
あ
ら
は
さ
ぬ
事
、
又
常
の
事
な
り
、

春
日
野
に
武
蔵
と
云
所
あ
る
よ
し
一
説
あ
る
歟
、
あ
な
か
ち
不
沙
汰

歟

春
日
野
の
と
ふ
ひ
の
…
（
18
）

僻
案
抄
に
烽
火
立
ら
れ
し
事
と
又
と
ふ
ひ
野
の
杜
な
と
注
分
ら
れ
た
り
、

此
外
こ
と
な
る
事
あ
る
ま
し
く
候
哉
、
い
か
ゝ

和
漢
烽
火
事
□
了
、
所
ゝ
に
立
ら
れ
し
か
と
も
春
日
野
そ
ち
か
き
ま

て
の
事
な
る
へ
き
、
杜
事
は
不
用
に
て
侍
し
、」
烽
火
事
国
史
に
大

和
国
春
日
野
に
烽
を
あ
け
て
平
城
に
通
す
と
注
せ
る
歟
、
筑
前
国
に

被
立
し
は
天
智
天
皇
の
ま
し
〳
〵
け
る
時
と
云
〻
、
其
外
に
は
こ
と

な
る
義
な
し

か
す
か
の
ゝ
わ
か
な
つ
み
に
や
…
（
22
）

わ
か
な
つ
む
に
白
妙
の
袖
ゆ
へ
な
と
の
あ
る
事
に
て
候
哉
、
又
ふ
り
は

へ
た
る
と
は
い
か
な
る
躰
に
て
候
哉
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白
妙
の
袖
た
ゝ
袖
ま
て
に
て
候
、
但
此
集
菊
哥
の
所
に
白
妙
の
袖
か

と
ゝ

（
マ
マ
）よ

み
候
は
別
事
歟
、白
妙
の
衣
う
つ
な
と
云
も
こ
れ
と
同
事
也
、

袖
ふ
り
は
へ
は
う
ち
は
へ
な
と
ゝ
い
ふ
詞
に
か
は
る
事
な
し
、
若
菜

つ
む
人
〻
野
遊
の
す
か
た
袖
う
ち
か
は
し
袖
う
ち
ふ
り
な
と
み
な
お

な
し
躰
な
る
へ
し
、
但
又
無
躰
の
事
を
袖
う
ち
ふ
り
し
と
も
い
ふ
事

歟

春
の
き
る
か
す
み
…
（
23
）

は
る
の
き
る
と
う
ち
い
た
し
て
い
へ
る
は
か
り
に
て
そ
の
躰
も
」
候
は

て
は
不
審
も
候
へ
き
哉
、
さ
ほ
ひ
め
の
な
と
よ
み
候
は
ぬ
も
猶
子
細
あ

る
へ
き
事
候
哉
ら
ん

春
の
き
る
と
い
ふ
事
春
に
な
れ
は
か
す
め
る
也
、
霞
を
衣
に
よ
せ
た

り
、
雲
の
衣
も
同
躰
也
、
万
の
織
物
た
け
は
つ
よ
く
ぬ
き
は
よ
は
き

物
と
い
へ
り
、
こ
と
に
ぬ
き
を
う
す
み
と
い
へ
は
山
風
に
み
た
れ
ぬ

へ
き
な
り
、
さ
ほ
ひ
め
の
沙
汰
に
及
へ
か
ら
す
、
春
と
い
へ
は
法
界

み
な
か
す
み
の
衣
な
れ
は
春
の
き
る
と
い
へ
り

あ
さ
み
と
り
い
と
…
（
27
）

柳
か
の
か
文
字
は
う
た
か
ひ
た
る
歟
も
し
に
て
候
哉
、
又
か
な
と
申
下

畧
の
こ
と
は
に
て
候
哉

柳
か
は
柳
哉
と
い
ふ
心
な
る
へ
し
、
玉
に
も
ぬ
く
か
春
の
あ
を
や
き

と
あ
る
本
も
み
え
侍
る
歟
、
当
流
た
ゝ
柳
か
を
用
、
あ
さ
み
と
り
も

浅
也
、
朝
説
を
は
不
用
」

も
ゝ
ち
と
り
…
（
28
）

僻
案
抄
に
両
説
あ
り
、
此
鳥
ま
こ
と
は
い
つ
れ
の
鳥
を
申
候
や
ら
ん
、

た
し
か
に
一
説
の
御
口
伝
を
う
け
た
く
候

僻
案
抄
に
両
説
候
歟
、
愚
本
被
借
失
て
不
及
引
見
候
、
家
説
先
百
千

の
諸
鳥
と
心
得
候
、
又
鶯
の
説
こ
れ
も
一
向
に
不
捨
候
、
萬
葉
に
、

我
や
と
の
ゑ
の
み
も
り
は
む
も
ゝ
ち
と
り
千
と
り
は
く
れ
と
君
は
き

ま
さ
す
、
と
あ
る
歟
、
こ
れ
も
う
く
ひ
す
と
は
き
こ
え
す
、
此
集
鶯

の
哥
を
は
な
れ
て
も
ゝ
ち
と
り
よ
ふ
こ
と
り
な
と
入
た
る
心
に
て
も

お
ほ
よ
そ
を
し
は
か
ら
れ
侍
る
に
や
、
後
拾
遺
に
も
鶯
の
哥
を
は
な

れ
て
入
た
る
歟

を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
…
（
29
）

た
つ
き
も
し
ら
ぬ
と
は
い
か
な
る
事
に
て
候
哉
、
よ
ふ
こ
鳥
又
い
か
や

う
な
る
を
申
候
哉
、
不
審

た
つ
き
は
た
よ
り
也
、
便
也
、
よ
ふ
こ
鳥
春
の
山
な
と
に
鳴
鳥
、
其

す
か
た
何
鳥
と
も
た
し
か
に
は
な
ら
は
す
候
、
但
三
鳥
大
事
な
と
申

て
、
は
と
、
猿
、
は
こ
鳥
な
と
申
め
り
、
高
麗
に
あ
る
女
の
子
を
く

し
て
野
を
行
時
鷲
に
子
を
と
ら
れ
て
歎
死
て
彼
鳥
と
な
れ
り
、
は
や
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こ
〳
〵
と
鳴
、
我
子
を
よ
ふ
声
也
、
そ
れ
を
は
こ
鳥
と
云
と
も
い
へ

り
、
よ
ふ
こ
鳥
こ
の
説
そ
似
よ
り
た
る
と
申
き
、
鶯
と
云
一
説
も
侍

る
に
や

春
く
れ
は
鴈
か
へ
る
也
…
（
30
）

僻
案
抄
に
道
ゆ
か
ん
つ
い
て
と
注
さ
れ
候
、
此
儀
ま
て
」
に
て
候
や
、

如
何僻

案
抄
説
同
前
、
又
行
ふ
る
ゝ
詞
、
こ
と
や
つ
け
ま
し
は
こ
と
つ
け

つ
た
へ
ま
し
也

色
よ
り
も
香
こ
そ
（
33
）

哥
の
心
、
す
み
し
人
は
む
か
し
と
成
て
今
は
あ
る
し
も
な
き
や
と
に
さ

け
る
梅
に
対
し
て
よ
め
る
事
に
て
候
哉
、
梅
そ
も
の
も
の
し
は
あ
ま
れ

る
字
ま
て
に
て
候
哉

（
凡
御
了
簡
の
こ
と
く
に
て
も
侍
へ
し（

（
（

、）も
の
字
あ
ま
り
た
る
字
也
、

一
首
躰
に
就
て
は
異
国
の
古
事
も
侍
る
歟
、
照
明
大
子
の
女
を
思
け

る
か
彼
女
我
国
へ
帰
け
る
時
宮
中
の
庭
の
梅
花
袖
に
入
て
帰
り
て
即

死
云
〻
、
大
子
歎
の
余
に
尋
行
云
〻
、
此
袖
の
梅
を
み
て
形
見
と
せ

る
事
の
侍
る
と
か
や
、此
□
の
子
細
さ
し
て
さ
た
に
を
よ
は
さ
る
歟
、

或
説
に
つ
き
て
無

（
マ
マ
）詮

な
け
れ
と
も
」
凡
注
也
、
又
も
の
字
あ
ま
れ
る

字
の
説
勿
論
歟

や
と
ち
か
く
梅
花
…
（
34
）

ま
つ
人
の
香
と
は
梅
に
つ
き
て
人
の
袖
の
香
、
故
事
あ
る
事
に
て
候
哉
、

其
儀
如
何

ま
つ
人
の
衣
裳
の
に
ほ
ひ
に
ま
か
ふ
も
あ
ち
き
な
し
と
也
、
殊
な
る

子
細
な
き
歟

梅
花
た
ち
よ
る
…
（
35
）

此
哥
人
の
と
か
む
る
香
こ
れ
も
故
事
候
哉
、
又
た
ゝ
大
か
た
の
香
の
ふ

か
く
に
ほ
ふ
を
よ
め
る
は
か
り
の
儀
に
て
候
哉

こ
れ
も
大
か
た
同
前
、
は
や
く
梅
か
ゝ
の
う
つ
り
た
る
心
よ
り
ほ
か

に
さ
し
た
る
儀
も
候
は
す
、
か
う
は
し
き
う
つ
り
香
を
人
や
と
か
め

ん
と
な
り
、
又
と
か
む
る
は
人
の
問
来
也
と
云
説
も
候
□
ら
ん

春
の
夜
の
や
み
は
…
（
41
）」

僻
…
に
は
か
ひ
な
き
事
を
あ
ち
き
な
く
な
と
い
ふ
や
う
な
る
詞
也
と
侍

り
、
し
か
ら
は
此
や
み
花
の
色
を
は
か
く
せ
と
も
香
は
か
く
れ
ね
は
か

く
す
か
ひ
な
し
と
い
へ
る
に
や
、
あ
ち
き
な
し
に
て
は
ふ
と
心
え
か
た

き
歟
、
如
何
、
無
益
を
あ
や
な
し
と
申
よ
し
も
侍
る
に
や
、
彼
是
不
決

候
如
僻
案
抄
已
な
し
、
あ
ち
き
な
し
、
な
と
の
事
い
ひ
も
て
ゆ
け
は
同

事
に
侍
へ
し
、
尤
可
随
其
説
也
、
無
益
と
心
う
へ
き
歟
、
又
あ
や
な
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と
云
も
、
し
の
字
略
た
る
心
也
、
あ
や
に
と
云
詞
は
あ
や
に
く
に
と

云
也
、
後
撰
に
、
く
れ
は
と
り
あ
や
に
恋
し
く
あ
り
し
か
は
二
む
ら

山
も
こ
え
す
な
り
に
き
、
と
あ
り

人
は
い
さ
心
も
…
（
42
）

此
哥
の
詞
に
云
、
か
の
家
の
あ
る
し
か
く
さ
た
か
に
な
ん
や
と
り
は
あ

る
と
い
ひ
い
た
し
て
侍
け
れ
は
、
此
さ
た
か
に
な
ん
や
と
り
は
あ
る
と
」

申
こ
と
は
き
と
心
え
に
く
ゝ
候

此
哥
の
こ
と
は
、
は
つ
せ
に
ま
う
つ
る
こ
と
に
と
あ
る
は
、
貫
之
か

父
文
袴
か
子
を
も
ち
侍
ら
て
長
谷
観
音
に
い
の
り
申
て
貫
之
を
生
せ

り
、
し
か
れ
は
貫
之
つ
ね
に
長
谷
に
ま
い
り
け
る
に
宿
せ
る
や
と

也
、
人
の
家
と
あ
る
は
浄
尊
法
橋
の
家
也
、
古
郷
と
い
ふ
は
貫
之
つ

ね
に
参
所
な
れ
は
長
谷
を
古
郷
と
云
り
、
か
く
さ
た
か
に
な
ん
や
と

り
は
あ
る
と
い
ふ
心
、
人
こ
そ
と
ひ
た
ゆ
れ
と
も
、
や
と
は
か
は
ら

す
あ
る
物
を
と
恨
た
る
心
な
り
、
し
か
れ
は
又
人
は
い
さ
心
も
し
ら

す
と
あ
る
し
を
そ
く

（
マ
マ
）う

た
か
ひ
て
花
こ
そ
む
か
し
に
か
は
ら
ね
と
よ

め
り
、
あ
る
し
は
客
人
を
う
ら
み
、
客
人
は
か
へ
り
て
人
は
い
さ
と

う
た
か
ひ
た
る
問
答
お
も
し
ろ
く
み
え
侍
り

春
こ
と
に
な
か
る
ゝ
川
を
…
（
43
）

　

こ
れ
は
花
の
水
に
う
つ
れ
る
か
け
の
事
に
て
候
哉
」

　
　

し
か
な
り

く
る
と
あ
く
と
…
（
45
）

　

暮
と
明
と
の
事
か
、
人
ま
と
は
人
の
み
ぬ
ま
の
事
歟

　
　

同
前
、
目
か
れ
も
せ
ぬ
に
也
、
目
別
と
も
書
歟

梅
か
ゝ
を
袖
に
う
つ
し
て
…
（
46
）

　

此
二
の
て
文
字
は
た
ゝ
そ
へ
た
る
字
ま
て
に
て
候
哉

て
文
字
は
も
し
、
す
む
へ
し
、
賀
部
に
と
ゝ
め
を
き
て
は
思
い
て
に

せ
ん
と
あ
り
、
て
は
と
云
事
こ
れ
お
な
し

ち
る
と
み
て
あ
る
へ
き
…
（
47
）

　

此
う
た
て
は
花
に
対
し
て
の
あ
や
に
く
ま
て
に
て
候
哉

う
た
て
は
転ウ

タ
ヽと

云
字
也
、
一
切
の
物
の
あ
ま
り
た
る
や
う
の
心
、
い

や
ま
し
な
と
や
う
の
義
也
、
花
に
対
て
恨
た
る
詞
に
も
な
る
へ
し

也（
マ
マ
）、

ち
ら
は
ち
る
よ
と
み
て
無
心
に
て
思
い
れ
す
は
し
の
ひ
も
せ
し

な
と
の
心
な
る
へ
し
」

こ
と
し
よ
り
春
し
り
…
（
49
）

な
ん
と
は
下
知
し
た
る
心
候
歟
、
よ
も
な
ら
は
し
と
い
へ
る
心
に
て
候

哉
さ
ら
な
ん
は
下
知
し
た
る
詞
也
、
春
下
に
、
ち
ら
は
ち
ら
な
ん
と
あ

る
も
、
ち
ら
は
た
ゝ
ち
れ
に
て
候

（

）
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山
た
か
み
人
も
す
さ
め
ぬ
…
（
50
）

す
さ
め
ぬ
と
は
あ
ひ
せ
ぬ
事
を
申
候
哉

し
か
な
り
、
興
せ
ぬ
也
、
み
は
や
さ
ん
は
も
て
な
さ
ん
也
、
は
や
さ

ん
は
栄
の
字
を
は
書
歟

世
中
に
た
え
て
さ
く
ら
…
（
53
）

此
哥
の
心
な
に
と
よ
め
る
哉
、
又
こ
と
は
に
な
き
さ
の
院
に
て
と
あ
り
、

い
つ
く
に
あ
る
所
に
て
候
哉

花
時
皆
こ
ゝ
ろ
散
乱
と
し
て
花
に
迷
な
れ
は
一
向
に
花
な
く
は
禅
心

な
る
へ
き
と
い
ふ
心
な
る
へ
し
、
な
き
さ
の
院
摂
津
国
片
野
ち
か
き

所
河
の
ほ
と
り
の
み
ち
」
と
か
や
、
惟
喬
親
王
の
御
所
云
〻
、
業
平

彼
宮
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
て
つ
ね
に
参
か
よ
ひ
け
り

石
は
し
る
…
（
54
）

こ
れ
は
花
を
滝
に
へ
た
て
ら
れ
た
る
よ
し
に
て
候
哉

さ
に
て
侍
、
無
儀
と
そ
申
さ
れ
し
、
又
水
に
な
か
る
れ
は
里
の
人
も

み
る
也
、
さ
な
く
は
お
り
て
み
せ
ま
し
物
を
と
よ
め
る
と
い
ふ
義
も

あ
り
、
大
や
う
な
る
そ
よ
か
る
へ
き

み
て
の
み
や
人
に
か
た
ら
ん
…
（
55
）

見
て
の
み
や
か
た
ら
ま
し
と
思
ひ
て
又
お
も
ひ
か
へ
し
て
た
ゝ
折
て
家

つ
と
に
せ
ん
と
や
め
る
心
歟
、
又
い
つ
れ
も
思
ひ
さ
た
め
ぬ
あ
ら
ま
し

事
ま
て
の
儀
に
て
候
歟
、
如
何

一
首
の
心
こ
と
な
る
儀
な
し
、
み
て
か
た
る
は
か
り
は
不
足
な
れ
は

折
て
人
に
み
す
へ
き
也

色
も
か
も
お
な
し
む
か
し
…
（
57
）

さ
く
ら
を
か
く
し
て
よ
み
入
た
る
事
歟
、
物
の
名
な
と
の
哥
の
」
類
に

存
な
さ
れ
候
、
こ
ゝ
に
入
た
る
は
や
う
あ
る
事
な
と
に
や
候
ら
ん
、
如

何
さ
く
ら
を
か
く
し
た
る
と
は
き
か
す
、
色
香
と
て
さ
く
と
侍
る
花
の

事
に
て
侍
へ
し
、
花
は
さ
く
も
ち
る
も
年
〳
〵
に
た
ち
か
へ
れ
は
常

住
な
れ
と
老
年
は
若
年
に
か
へ
ら
さ
る
心
老
い
か
は
り
ゆ
く
な
れ
は

あ
ら
た
ま
る
と
な
り

た
れ
し
か
も
と
め
て
…
（
58
）

僻
案
抄
に
は
誰
し
か
も
の
し
も
し
は
や
す
め
た
る
も
し
の
や
う
に
注
せ

ら
れ
た
り
、
此
儀
を
ま
も
る
へ
き
に
や

家
説
も
同
前
な
り

桜
花
さ
き
に
け
ら
し
も
…
（
59
）

山
の
か
ひ
い
つ
く
の
ほ
と
り
を
さ
し
て
申
候
哉

山
あ

の
あ
は
ひひ

な
と
の
事
歟
、
峡（

（
（

の
字
を
か
ひ
と
訓
し
た
り
、
又
人
の
名
に

谷
を
か
ひ
と
よ
ひ
た
る
事
の
あ
る
を
思
へ
は
」
谷
も
大
略
同
事
か
な
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と
推
量
し
侍
る
、
こ
れ
は
聞
し
事
の
ほ
か
よ（

マ
マ
）は

き
才
学
に
て
候
也

み
よ
し
の
ゝ
山
へ
に
さ
け
る
…
（
60
）

あ
や
ま
た
れ
ゝ

（
マ
マ
）は

う
た
か
ふ
事
に
て
候
哉

あ
や
し
く
不
審
な
る
心
に
て
候
也

さ
く
ら
花
春
く
は
ゝ
れ
る
…
（
61
）

此
哥
僻
案
抄
に
も
注
せ
ら
れ
侍
れ
と
そ
の
注
猶
分
明
に
存
知
せ
ら
れ
す

候
、
あ
か
れ
や
は
せ
ぬ
、
い
か
ゝ
心
得
へ
く
候
哉

此
哥
先
達
種
〻
申
け
る
歟
、
僻
案
抄
義
大
概
当
家
も
同
心
に
て
候
、

其
儀
そ
し
か
る
へ
く
候
は
ん
す
ら
ん
、
但
上
に
如
申
候
、
依
無
本
不

及
引
見
、
此
終
句
あ
か
れ
や
は
す
る
と
こ
そ
あ
る
へ
け
れ
と
古
人
に

申
け
る
人
も
侍
り
、
不
可
然
、
こ
の
哥
の
前
に
、
さ
く
ら
花
さ
き
に

け
ら
し
な

（
マ
マ
）」

侍
る
哥
の
五
字
に
は
か
は
り
て
、
さ
く
ら
花
よ
と
よ
ひ

い
た
し
て
汝
は
春
の
く
は
ゝ
る
年
た
に
も
人
〻
な
と
あ
か
れ
ぬ
そ
、

あ
か
れ
よ
か
し
と
云
こ
と
は
に
て
侍
り
、
御
不
審
尤
の
事
也

あ
た
な
り
と
名
に
…
（
62
）

此
哥
又
い
か
ゝ
心
得
へ
く
候
哉
、
伊
勢
物
か
た
り
の
う
へ
を
も
こ
ゝ
の

御
高
判
に
て
乍
次
可
決
也

此（
（
（

哥
更
儀
あ
る
へ
か
ら
す
候
、
き
ゝ
し
は
か
り
に
て
候
也
、
あ
た
な

り
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
、
万
花
皆
あ
た
に
ち
る
物
に
て
候
へ
は
名
に

た
つ
花
な
れ
と
花
あ
れ
は
人
の
と
ひ
く
る
事
も
あ
り
け
り
、
と
し
に

ま
れ
な
る
月
□
み
れ
と
も
こ
ぬ
人
を
花
の
ま
ち
つ
け
た
る
」
と
い
ふ

心
歟

ち
り
ぬ
れ
は
こ
ふ
れ
と
…
（
64
）

け
ふ
こ
そ
と
あ
た
り
て
よ
め
る
こ
ゝ
ろ
不
審

こ
れ
も
無
義
、
け
ふ
こ
そ
と
も
こ
よ
ひ
こ
そ
と
も
時
に
し
た
か
ひ
て

よ
ま
む
事
う
た
か
ひ
な
し
、
け
ふ
こ
す
は
あ
す
は
雪
と
そ
と
い
へ
、

け
に
も
お
な
し
躰
な
る
歟

さ
く
ら
色
に
衣
は
ふ
か
く
…
（
66
）

さ
く
ら
色
に
そ
む
る
い
か
や
う
な
る
事
候
哉

さ
く
ら
の
直
衣
さ
く
ら
の
狩
衣
う
す
や
う
に
い
た
る
ま
て
名
あ
る
事

は
候
へ
と
も
こ
れ
は
た
ゝ
さ
く
ら
を
賞
す
る
余
に
か
の
花
の
色
に
そ

め
て
き
ん
と
の
あ
ら
ま
し
に
て
候
也
、
紅
の
す
ゑ
つ
む
花
の
色
に
も

そ
め
む
ら
さ
き
に
も
そ
む
る
こ
と
く
た
ゝ
桜
の
」
色
を
う
つ
く
し
み

て
い
ふ
な
る
へ
し

わ
か
や
と
の
花
み
か
て
ら
…
（
67
）

か
て
ら
と
は
つ
い
て
と
い
ふ
事
に
て
候
歟

し
か
な
り

み
る
人
も
な
き
山
さ
と
…
（
68
）
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後
に
さ
き
て
こ
そ
若
と
ひ
く
る
人
も
侍
ら
ん
か
し
と
ひ
と
り
こ
と
に
お

も
ひ
た
る
こ
ゝ
ろ
に
て
候
哉
、
又
後
に
さ
け
と
花
に
い
ひ
か
け
た
る
心

に
て
候
哉

（
二
な
か
ら
御
了
簡
の
く
へ
か
ら
す（

（
（

、）
ほ
か
の
ち
り
て
の
ち
に
さ
け

と
よ
め
る
也
」

　

春
下　

巻
第
二

春
か
す
み
た
な
ひ
く
山
の
…
（
69
）

う
つ
ろ
は
ん
と
や
と
は
ち
ら
ん
と
や
の
事
歟
、
又
乍
次
不
審
申
入
候
、

た
ゝ
色
の
か
は
る
は
か
り
を
も
う
つ
ろ
ふ
と
申
候
哉

う
つ
ろ
は
ん
と
や
は
色
に
つ
き
た
る
詞
に
て
候
、
又
う
つ
ろ
ひ
行
て

は
か
な
ら
す
ち
れ
は
ち
る
を
も
う
つ
ろ
ふ
と
い
は
ゝ
い
は
れ
ぬ
へ

し
、
貫
之
集
に
、
う
つ
ろ
へ
は
ち
り
と
ち
り
ぬ
る
山
桜
と
も
侍
る
歟
、

下
の
哥
に
も
、
心
つ
か
ら
や
う
つ
ろ
ふ
と
み
ん
と
あ
れ
は
ち
る
か
た

と
も
み
ゆ
れ
と
も
春
風
に
花
も
さ
き
そ
ひ
又
お
と
ろ
へ
も
行
へ
き
事

な
れ
は
此
哥
し
か
と
」
ち
る
事
と
も
申
か
た
し
、
菊
の
う
つ
ろ
ふ
も

白
き
色
の
紫
に
な
れ
は
う
つ
ろ
ふ
と
い
へ
り
、
万
花
み
な
お
と
ろ
ふ

る
色
あ
る
へ
し
、
又
映
事
を
申
は
別
の
事
な
り

ま
て
と
い
ふ
に
ち
ら
て
…
（
70
）

僻
案
抄
に
し
は
し
ま
て
也
と
注
せ
ら
れ
候
、
此
外
こ
と
な
る
義
な
と
は

候
ま
し
き
歟
、
猶
如
何
、
又
下
句
の
心
は
き
こ
え
候
ふ
ん
ま
て
の
事
候

歟
し
は
し
ま
て
、
愚
存
お
な
し
、
下
句
き
こ
ゆ
る
ほ
か
に
義
な
し

此
里
に
旅
ね
し
ぬ
へ
し
…
（
72
）

ち
り
ま
か
ふ
に
と
い
へ
る
事
に
て
候
哉

ち
り
の
ま
か
ひ
ま
き
れ
同
事
也
、
花
の
ち
り
乱
に
み
ち
も
み
え
す
家

ち
を
も
忘
る
ゝ
と
な
り
、
よ
し
の
山
に
旅
ね
し
て
よ
め
る
哥
と
か
や

〔
頭
注
〕
此
義
は
不
注
遣
、
大
伴
家
盛
か
哥
也
、
家
持
子
、
吉
野

山
に
旅
ね
し
て
よ
め
り

う
つ
せ
み
の
世
に
も
…
（
73
）

似
た
る
か
の
か
も
し
は
哉
候
や
ら
ん
、
花
さ
く
ら
さ
く
ら
花
、
此
句
の

を
き
か
へ
や
う
な
に
と
候
に
つ
き
て
上
へ
つ
け
下
へ
つ
け
候
哉
、
其
趣

無
才
学
候
、
不
審

花
の
あ
た
な
る
事
う
つ
せ
み
の
は
か
な
き
世
に
も
に
た
る
哉
と
な

り
、
花
さ
く
ら
さ
く
ら
花
、
た
ゝ
同
事
と
申
候
し
、
花
桜
は
菅
家
万

葉
并
拾
遺
に
も
入
歟
、
又
古
哥
合
の
」
題
に
花
桜
と
あ
り
、
や
か
て

花
さ
く
ら
花
と
哥
に
よ
め
る
歟
、
上
に
花
を
つ
け
て
よ
む
の
心
は
か

り
か
た
し
、又
花
さ
く
ら
と
い
ひ
つ
け
た
る
花
の
侍
り
と
も
お
ほ
ゆ
、

お
ほ
つ
か
な
し
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〔
頭
注
〕
源
氏
可
引
見

さ
く
ら
花
ち
ら
は
ち
ら
な
ん
…
（
74
）

僧
正
遍
昭
に
よ
み
て
を
く
り
け
る
と
こ
と
に
は
侍
り
、
し
か
ら
は
遍
昭

は
こ
れ
た
か
の
み
こ
の
故
郷
お
な
し
所
に
す
み
し
人
歟
、
た
ゝ
故
郷
人

ま
て
の
義
に
か
く
よ
み
給
ひ
し
事
歟
、
如
何

ふ
る
里
人
と
あ
る
は
京
な
る
人
の
事
也
、
惟
喬
親
王
清
和
に
位
を
ゝ

し
と
ら
れ
て
貞
観
十
四
年
」
秋
出
家
し
給
て
小
野
の
山
里
に
こ
も
り

給
け
る
時
よ
み
て
京
な
り
け
る
遍
昭
に
つ
か
は
し
け
る
也

い
さ
ゝ
く
ら
我
も
…
（
77
）

僻
…
に
一
盛
の
事
と
見
え
た
り
、
猶
此
外
口
伝
も
候
哉
、
又
上
句
に
て

い
ひ
は
て
ゝ
か
く
て
世
に
久
し
く
あ
り
な
は
と
下
句
に
て
又
い
ひ
は
し

む
る
や
う
に
心
得
へ
く
候
哉
、
両
段
如
何
候
へ
き
哉

我
も
一
盛
あ
り
な
は
人
に
お
も
は
れ
て
う
き
め
を
み
ら
ん
と
な
り
、

我
も
ち
り
な
は
と
い
ひ
き
り
て
一
さ
か
り
あ
り
な
は
人
に
と
つ
ゝ
け

た
る
心
な
り
、
こ
と
な
る
義
な
し
、
い最

字と
さ
か
り
と
い
へ
る
本
あ
る

よ
し
古
人
申
侍
れ
と
も
」
当
家
不
及
沙
汰
、
定
家
不
用
也
、
古
本
に

ひ
と
さ
か
り
と
あ
る
本
を
か
た
は
ら
に
ひ
も
し
を
い
と
な
を
し
た
る

も
あ
り
、
う
つ
し
も
て
行
本
と
も
さ
や
う
の
も
侍
へ
し
、
返
ゝ
用
へ

か
ら
す

た
れ
こ
め
て
春
の
…
（
80
）

た
れ
こ
め
て
と
は
戸
は
り
な
と
を
た
て
こ
め
た
る
に
て
候
哉
、
又
此
哥

の
こ
と
は
に
、
お
れ
る
さ
く
ら
の
ち
り
か
た
に
な
れ
り
け
る
を
と
あ
り
、

哥
に
は
ま
ち
し
さ
く
ら
と
よ
め
り
、
首
尾
如
何

た
れ
こ
め
て
は
か
う
し
す
た
れ
床
の
帳ト

ハ
リな

に
ゝ
て
も
あ
る
へ
し
、
風

に
あ
た
ら
し
と
侍
る
に
て
心
得
へ
し
、」
お
れ
る
桜
を
み
て
い
つ
く

の
花
を
も
み
ん
と
思
ひ
て
待
し
花
の
盛
を
は
風
に
あ
た
ら
し
と
て
み

す
、
お
り
枝
の
花
の
ち
り
か
た
に
な
れ
る
に
て
大
か
た
の
世
の
花
の

う
つ
ろ
ふ
を
し
り
て
よ
め
る
な
れ
は
、
首
尾
あ
ひ
か
な
ひ
て
き
こ
え

侍
り

こ
と
な
ら
は
さ
か
す
や
は
あ
ら
ぬ
…
（
82
）

僻
…
に
か
く
の
こ
と
く
な
ら
は
と
注
せ
ら
れ
侍
り
、
か
く
の
こ
と
く
な

ら
は
と
い
ひ
て
は
み
る
我
さ
へ
の
さ
へ
は
い
か
ゝ
心
得
候
へ
き
や
ら
ん
、

此
儀
に
て
は
し
つ
心
な
し
も
い
か
ゝ
こ
ゝ
ろ
へ
の
ゆ
く
へ
く
候
哉
、
又

か
く
ち
る
期
と
な
る
へ
き
な
ら
は
也
と
申
説
の
候
哉
、
彼
是
不
審
、
さ

か
す
や
は
」
あ
ら
ぬ
と
候
句
の
心
な
と
委
あ
そ
は
し
付
ら
る
へ
く
候

如
僻
案
抄
か
く
の
こ
と
く
な
ら
は
な
り
、
さ
か
す
や
は
あ
ら
ぬ
と
は

さ
か
す
と
も
あ
れ
か
し
と
い
ひ
た
る
詞
な
る
へ
し
、
か
や
う
に
さ
き

て
ほ
と
な
く
い
そ
か
は
し
く
ち
れ
は
、
み
る
我
心
も
花
と
つ
れ
て
散
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乱
を
い
そ
か
は
し
き
に
と
い
ひ
た
る
義
也
、
上
に
も
世
中
に
た
え
て

さ
く
ら
の
と
あ
る
哥
の
こ
と
し

久
か
た
の
光
の
と
け
き
…
（
84
）

此
ら
ん
の
は
ね
や
う
は
何
と
し
た
る
事
に
候
、
か
く
は
侍
る
と
お
も
ふ

心
を
す
ゑ
に
の
こ
し
て
み
る
へ
く
候
哉
」

此
ら
ん
教
訓
を
き
か
す
、
大
よ
そ
御
覚
悟
の
外
に
て
も
侍
へ
き
歟
、

但
た
ゝ
花
の
ち
る
と
□
□
に
て
と
も
侍
へ
し
、（
下
の
哥
に
春
の
色

の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
の
哥
も
同（

（
（

、）
又
我
や
と
に
さ
け
る
藤
浪
立
か

へ
り
す
き
か
て
に
の
み
人
の
み
る
ら
ん
は
、
な
に
と
て
か
と
云
へ
き

に
あ
ら
す
、
又（

（
（

た
ゝ
す
き
か
て
に
み
る
と
は
か
り
な
る
詞
也
、
あ
は

れ
て
ふ
こ
と
を
あ
ま
た
に
や
ら
し
と
や
春
に
を
く
れ
て
ひ
と
り
さ
く

ら
ん
、
こ
れ
は
世
俗
に
何
す
る
ら
う
な
と
云
こ
と
く
の
ら
ん
に
て
候

歟

雪
と
の
み
ふ
る
た
に
…
（
86
）

此
哥
の
心
花
を
お
し
み
た
る
心
に
て
候
歟
、
興
添
て
愛
し
た
る
心
に
て

候
歟雪

の
こ
と
く
ふ
る
を
た
に
お
し
と
お
も
ふ
に
風
の
」
よ
そ
ま
て
吹
ち

ら
す
と
い
へ
る
心
に
や

山
た
か
み
み
つ
ゝ
わ
か
こ
し
…
（
87
）

心
に
ま
か
す
る
へ
ら
也
と
は
ち
ら
す
ら
ん
と
に
て
候
哉
、
既
ち
る
を
見

て
か
く
い
へ
る
に
て
候
哉

へ
ら
な
り
は
へ
し
な
り
、
お
く
山
に
我
み
つ
る
花
を
お
し
む
人
も
な

し
、
さ
こ
そ
心
の
ま
ゝ
に
風
の
吹
ち
ら
す
ら
め
と
云
也

花
の
色
は
霞
に
こ
め
て
…
（
91
）

か
を
た
に
の
た
に
は
た
ゝ
あ
ま
り
字
に
て
香
を
ぬ
す
め
ま
て
に
て
候
哉
、

又
香
を
な
り
と
も
せ
め
て
ぬ
す
め
に
て
候
哉
」

か
を
な
り
と
も
せ
め
て
の
心
た
か
ふ
へ
か
ら
す

寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
宮
の
う
た
合
の
う
た
（
92
）

き
さ
い
の
さ
も
し
は
に
こ
る
へ
く
候
哉
、
す
み
て
よ
む
へ
く
候
哉
、
い

か
な
る
宮
の
御
事
に
て
候
哉

き
さ
い
の
さ
も
し
す
み
て
候
、
寛
平
の
后
は
照

（
マ
マ
）宣

公
娘
陰
子
と
申
候

也
、
七
条
中
宮
也

花
の
木
も
今
は
…
（
92
）

春
た
て
は
と
は
春
の
日
か
す
の
た
ち
す
き
ぬ
れ
は
と
い
ふ
心
に
て
候
哉
、

此
哥
の
下
句
恋
の
哥
の
や
う
に
き
こ
え
候
、
此
心
又
如
何
」

春
に
成
ぬ
れ
は
と
も
心
う
へ
し
、
又
春
す
く
れ
は
と
も
い
ふ
歟
、
下

句
事
、
古
哥
は
み
な
恋
の
心
も
季
哥
に
ま
し
れ
り
、
又
凡
人
の
心
う

つ
り
や
す
き
事
不
可
好
は
と
も
心
う
へ
し
、
但
是
花
は
う
つ
ろ
ふ
物
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そ
と
人
の
い
ひ
な
ら
は
せ
は
う
へ
て
も
無
益
の
よ
し
と
い
へ
る
義
も

侍
り
、
こ
れ
を
も
用
侍
る
事
な
り

み
わ
山
を
し
か
も
…
（
94
）

僻
…
に
は
然
也
、
さ
も
か
く
す
か
と
い
ふ
事
な
り
と
注
せ
ら
れ
た
り
、

此
儀
を
実
と
す
へ
く
哉
、
此
さ
も
と
い
ふ
こ
と
は
の
う
へ
に
て
猶
分
明

に
存
知
わ
け
す
候
」

然
も
か
く
す
か
也
、
さ
も
か
く
す
か
も
心
え
ら
れ
た
る
詞
に
て
候
、

し
か
り
と
て
と
い
ふ
詞
も
〔
さ
〕
と
て
と
い
ふ
也
、
さ
も
と
も
た
ゝ

さ
と
も
い
ふ
お
な
し
事
な
る
へ
し
、
さ
そ
か
し
と
も
、
愚
意
に
か
は

ら
す

い
さ
け
ふ
は
春
の
山
…
（
95
）

僻
…
に
く
れ
な
は
な
け
の
と
は
く
れ
ぬ
と
も
よ
か
る
へ
き
と
い
ふ
也
と

注
せ
ら
れ
た
り
、
此
儀
如
何
、
又
す
ゑ
の
か
は
も
心
え
に
く
ゝ
候
、
な

け
と
は
文
字
は
何
と
書
へ
く
候
哉

僻
案
抄
善
説
な
る
へ
し
、
く
れ
ぬ
と
も
な
か
る
へ
き
花
の
か
け
か
と

い
へ
る
な
り
、
又
な
け
は
無
と
い
ふ
な
り
、
文
字
に
別
の
書
様
あ
る

や
ら
ん
、
未
勘
之（

（
（

」

い
つ
ま
て
か
野
へ
に
…
（
96
）

千
世
も
へ
ぬ
へ
し
、
い
か
ゝ
心
得
候
へ
き
哉
、
哥
の
心
不
審

無
義
と
き
く
は
か
り
也
、
か
り
そ
め
に
花
み
に
い
て
ゝ
も
野
に
日

を
ゝ
く
る
也
、
花
の
ち
ら
す
は
久
し
く
野
へ
に
も
あ
る
へ
き
と
い
へ

る
歟

吹
風
に
あ
つ
ら
へ
つ
く
る
…
（
99
）

あ
つ
ら
へ
つ
く
る
い
か
ゝ
心
得
へ
く
候
や
ら
ん

風
の
心
あ
り
て
花
を
ち
ら
さ
ぬ
事
あ
ら
は
」
此
一
木
を
は
除ヨ

キ
ヨと

つ
た

へ
て
も
い
ふ
へ
き
物
を
と
也
、
あ
つ
ら
へ
は
我
す
へ
き
事
を
人
に
さ

す
る
を
い
ふ
な
る
へ
し
、
風
に
よ
く
い
ふ
物
あ
ら
は
あ
つ
ら
へ
ま
し

也

さ
く
花
は
千
く
さ
…
（
101
）

千
く
さ
な
か
ら
不
審
、
春
花
千
種
事
な
と
故
事
候
哉
、
如
何

さ
く
花
は
と
あ
れ
は
千
く
さ
無
不
審
、
さ
く
ら
花
と
あ
る
本
こ
そ
千

種
は
猶
も
い
か
ゝ
と
お
ほ
ゆ
れ
、
万
花
と
も
い
へ
り
、
無
義
と
そ

花
み
れ
は
心
さ
へ
に
そ
…
（
104
）

恋
の
こ
ゝ
ろ
に
相
似
候
歟
、
此
こ
ゝ
ろ
如
何

色
に
い
て
し
と
躬
恒
か
よ
み
侍
る
、
恋
に
は
あ
ら
す
、」
花
に
あ
く

か
れ
て
心
を
う
つ
さ
は
あ
た
な
る
さ
ま
に
人
も
こ
そ
み
れ
と
よ
め
る

な
る
へ
し

吹
風
を
な
き
て
…
（
106
）



─ 25 ─

花
の
ち
る
こ
ゝ
ろ
に
て
候
や
ら
ん
、
手
た
に
ふ
れ
た
る
と
か
こ
ち
た
る

心
ふ
と
心
得
に
く
ゝ
候

我
は
手
も
ふ
れ
す
、
し
か
れ
は
花
の
ち
る
は
た
ゝ
風
の
つ
ら
き
也
と

て
別
の
事
き
か
す

ち
る
花
の
な
く
に
し
…
（
107
）

此
や
は
と
い
ふ
は
文
字
は
あ
ま
り
た
る
字
に
て
候
哉
、
如
何

し
か
な
り
、
下
の
巻
〻
に
此
と
ま
り
多
候
」

木
つ
た
へ
は
を
の
か
…
（
109
）

こ
ゝ
ら
の
事
多
こ
と
を
つ
ね
に
は
申
候
哉
、
此
哥
の
こ
ゝ
ら
、
如
何

こ
ゝ
ら
多
也
、
そ
く
は
く
な
と
云
心
も
お
な
し

駒
な
め
て
い
さ
…
（
111
）

僻
案
抄
に
は
駒
な
め
て
お
な
し
事
也
、
あ
ま
た
の
人
と
う
ち
つ
れ
て
行

事
の
や
う
に
注
せ
ら
れ
て
候
、
此
義
如
何
、
又
た
ゝ
一
人
行
を
も
か
や

う
に
て
も
よ
む
へ
く
候
哉

な
め
て
な
ら
へ
て
也
、
な
へ
て
も
同
事
な
る
へ
し
、
一
人
行
を
は
い

ひ
か
た
し
、
此
哥
い
さ
と
い
ふ
よ
り
」
う
ち
つ
れ
て
行
心
な
り
、

花
の
色
は
う
つ
り
に
…
（
113
）

此
哥
の
心
ふ
か
く
存
知
し
た
く
候

此
哥
心
と
て
〔
委
〕
し
き
事
き
か
す
、
我
世
の
事
に
と
か
く
し
て
う

ち
ま
き
る
ゝ
ま
に
花
も
う
つ
ろ
ひ
ぬ
る
と
い
ふ
心
歟
、
小
町
宮
つ
か

へ
し
け
る
ひ
ま
も
な
き
に
わ
か
御
世
に
ふ
る
と
つ
か
ふ
ま
つ
る
心
な

と
申
説
も
侍
る
か
、
不
用

仁
和
中
将
の
み
や
す
ん
所
の
家
に
哥
合
せ
ん
と
て
し
け
る
時
に
よ
め
る

（
114
）」

た
れ
人
の
事
候
哉
、
又
せ
ん
と
て
し
け
る
の
こ
と
は
重
説
の
や
う
に
候

歟
、
今
も
如
此
も
書
へ
く
候
哉

仁
和
の
中
将
の
み
や
す
ん
所
は
光
孝
天
皇
女
御
、
中
将
と
は
是
貞
親

王
也
、
も
と
は
右
中
将
母
同
寛
平
、
御
同
居
に
よ
り
て
中
将
の
み
や

す
所
と
申
、
又
哥
合
せ
ん
と
て
し
け
る
と
い
ふ
事
、
如
此
詞
ふ
る
く

は
書
候
、
今
も
し
せ
ん
か
き
て
無
子
細
事
も
候
へ
き
歟
、
仮
令
よ
し

の
ゝ
花
い
ま
た
の
こ
り
た
れ
は
人
〻
い
さ
ゝ
ら
は
み
ん
と
て
み
け
る

時
な
と
ゝ
か
き
て
も
無
子
細
候
哉
と
お
ほ
え
候
」

お
し
と
思
ふ
心
は
い
と
に
…
（
114
）

此
哥
こ
ゝ
ろ
は
い
と
に
よ
ら
れ
な
ん
と
い
へ
る
こ
と
は
此
集
の
う
た
く

つ
と
申
つ
た
ふ
る
事
な
と
候
哉
、
此
説
如
何

此
哥
集
の
う
た
の
く
つ
に
て
候
と
申
説
不
知
候
、
さ
る
事
に
て
候

は
ゝ
素
性
は
古
今
の
作
者
中
に
も
随
分
光
に
て
候
そ
か
し
、
貫
之
も

な
と
や
こ
の
一
首
を
の
そ
き
候
は
て
入
候
け
る
そ
、
此
哥
義
何
と
も
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き
か
ぬ
事
に
て
候

春
の
ゝ
に
わ
か
な
つ
ま
ん
と
…
（
116
）

若
菜
は
其
品
お
ほ
く
候
哉
、
い
つ
れ
の
草
〳
〵
を
申
候
哉
、
花
の
ち
る

時
節
の
わ
か
な
め
つ
ら
し
き
や
う
に
候
、
又
ま
と
ひ
ぬ
と
は
」
ま
よ
ひ

ぬ
に
て
候
哉
、
ま
と
ふ
と
申
こ
と
は
当
時
も
よ
む
へ
く
候
哉

若
菜
事
年
始
に
雪
ま
な
と
も
と
め
て
七
種
若
菜
を
つ
む
事
也
、
七（
（（
（

種

あ
り
、
有
説
に
只
今
不
遑
注
記
、
此
花
の
ち
る
比
あ
な
か
ち
七
種
中

と
も
何
と
も
不
沙
汰
、
只
何
と
な
き
若
草
菜
な
と
は
野
遊
に
つ
む
事

あ
れ
は
よ
め
る
歟
、
ち
り
か
ふ
は
ち
り
ま
か
ふ
也
、
ま
と
ふ
ま
よ
ふ

た
ゝ
同
事
な
る
へ
し
、
ま
と
ふ
と
云
詞
当
時
も
一
首
の
躰
に
よ
り
様

に
よ
り
て
何
の
子
細
か
候
へ
き
、
無
義
と
て
と
か
く
の
事
き
か
す

吹
風
と
谷
の
水
…
（
118
）

風
の
う
へ
に
て
は
に
ほ
ひ
を
送
る
事
も
み
□
見
ま
し
や
と
候
へ
は
落
花

を
送
り
も
て
く
る
心
に
執
へ
く
候
哉
、
又
水
は
」
花
ち
り
て
な
か
れ
来

れ
る
に
見
な
す
へ
く
候
哉
、
嶺
の
梢
の
花
な
と
の
影
の
う
つ
れ
る
事
候

歟
、
風
□
□
の
た
く
み
不
審

此
哥
又
無
義
と
て
委
旨
も
き
か
す
、
た
ゝ
風
に
ち
り
た
る
お
く
山
の

花
も
水
の
さ
そ
ひ
出
す
は
み
ま
し
や
と
は
か
り
心
え
侍
り
し
也

我
や
と
に
さ
け
る
藤
…
（
120
）

過
か
て
は
過
か
た

（
マ
マ
）る

に
て
候
哉
、
人
の
み
る
ら
ん
と
は
ね
と

（
マ
マ
）こ

と
は
て

に
は
不
審

過
か
て
は
同
心
、
ら
ん
と
は
て
た
る
事
古
は
か
や
う
に
よ
み
候
哥
多

候
歟
、
み
る
ま
て
に
て
も
候
へ
き
歟

い
ま
も
か
も
（
121
）

此
五
字
今
も
や
と
い
ふ
心
に
て
候
哉
」

い
ま
も
か
□
と
い
ふ
詞
に
て
候

春
雨
に
ゝ
ほ
へ
る
…
（
122
）

春
雨
に
に
ほ
へ
る
色
不
審

雨
に
色
ま
さ
る
心
ぬ
れ
色
と
て
よ
ろ
つ
又
う
つ
く
し
き
事
い
ふ
事

多
ー

（
マ
マ
）、

こ
の
に
ほ
へ
る
は
香
に
あ
ら
す
、
色
の
に
ほ
ひ
也
、
こ
の
ほ

か
さ
し
た
る
義
あ
る
へ
か
ら
す

山
吹
は
あ
や
な
ゝ
さ
き
そ
…
（
123
）

あ
や
な
な
は
無
益
候
哉
、
此
う
た
の
下
句
も
ふ
と
こ
ゝ
ろ
へ
に
く
き
や

う
に
候
」

あ
や
な
愚
意
同
、
又
あ
へ
な
う
い
へ
る
同
事
歟
、
う
へ
つ
る
人
も
こ

よ
ひ
こ
ぬ
に
と
い
へ
る
也
、
但
橘
諸
兄
大
臣
山
城
国
井
出
の
寺
に
山

吹
を
う
へ
た
り
け
る
に
仍
井
出
大
臣
と
も
い
ふ
と
い
へ
り
、
又
迦
留

大
臣
同
国
光
明
山
の
寺
を
造
て
か
の
井
出
の
寺
の
款
冬
を
う
つ
し
て
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う
へ
て
後
諸
兄
大
臣
の
も
と
へ
見
に
お
は
せ
よ
、
と
い
ひ
つ
か
は
し

た
り
け
れ
は
、
ゆ
か
ん
と
い
ひ
て
や
く
そ
く
た
か
ひ
け
れ
は
、
迦
留

大
臣
の
よ
み
て
諸
兄
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る
哥
と
い
へ
り

お
も
ふ
と
ち
春
の
山
へ
に
…
（
126
）」

（
以
下
欠
）

〔
翻
刻
注
〕

（
1
）　

1
番
歌
の
答
が
実
際
は
問
よ
り
一
字
上
げ
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

へ
の
訂
正
注
記
。
2
番
歌
以
後
は
答
は
問
よ
り
一
字
下
げ
で
書
か
れ

る
。

（
2
）　

括
弧
内
は
問
の
末
尾
に
小
字
書
入
（
括
弧
は
な
い
）。

（
3
）　

括
弧
内
は
答
の
冒
頭
に
小
字
書
入
（
括
弧
は
な
い
）。

（
4
）　

こ
の
あ
た
り
の
本
行
に
「
谷
を
も
を
年
」
の
文
字
残
る
が
、
推
敲

後
の
訂
正
文
に
つ
づ
か
ず
。

（
5
）　

以
下
の
答
す
べ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
判
読
可
能
ゆ
え
翻
字
す
る

が
、
自
信
な
し
。

（
6
）　

括
弧
内
は
答
の
冒
頭
に
小
字
書
入
（
括
弧
は
な
い
）。

（
7
）　

括
弧
内
は
小
字
書
入
（
括
弧
は
な
い
）。

（
8
）　

以
下
す
べ
て
抹
消
。
判
読
可
能
な
か
ぎ
り
翻
字
す
る
。

（
9
）　

こ
の
答
大
幅
な
改
訂
を
施
し
、
短
く
な
っ
て
い
る
。
抹
消
部
分
読

み
え
ず
。

（
10
）　
「
七
種
」
が
重
複
す
る
の
は
推
敲
不
十
分
な
た
め
。
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古今賢問愚答　表紙
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古今賢問愚答　巻頭
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古今賢問愚答　巻二巻頭


